
◆
２
月
９
日
（
開
会
）��

令
和
３
年
度
施
政
方
針��

提
案
理
由
聴
取

は
じ
め
に
、
市
長
か
ら

令
和
３
年
度
施
政
方
針
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
提
案
さ
れ
た
41

件
の
議
案
に
つ
い
て
、
所

管
部
長
か
ら
提
案
理
由
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
２
月
19
日�

�

追
加
議
案
の
提
案

一
般
質
問
終
了
後
、
21

件
の
追
加
議
案
に
つ
い
て
、

所
管
部
長
か
ら
提
案
理
由

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
２
月
25
日�

�

意
見
書
抗
議
決
議
案
可
決

議
会
運
営
委
員
会
副
委

員
長
か
ら
「
在
沖
米
海
兵

隊
員
に
よ
る
強
制
わ
い
せ

つ
事
件
に
対
す
る
意
見
書

及
び
抗
議
決
議
」
案
、
ま

た
「
米
軍
機
の
傍
若
無
人

な
低
空
飛
行
訓
練
に
対
す

る
意
見
書
及
び
抗
議
決

議
」
案
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

人
事
案
件
可
決

「
那
覇
市
副
市
長
の
選

任
に
つ
い
て
」
及
び
「
那

覇
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て
」
が
議

題
と
な
り
、
質
疑
が
行
わ

れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
に
対
す
る
質
疑
及
び

委
員
会
付
託

議
案
に
対
す
る
質
疑
が

行
わ
れ
、
条
例
、
予
算
等

の
議
案
60
件
は
、
所
管
の

常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
19
件
の
報
告
に

対
す
る
質
疑
は
な
く
、
新

た
に
受
理
さ
れ
た
10
件
の

陳
情
は
、
所
管
の
常
任
委

員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

◆
３
月
９
日�

�

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

冒
頭
、
議
長
か
ら
、
３

月
11
日
で
10
年
の
節
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
東

日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
亡

く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

と
そ
の
遺
族
に
改
め
て
哀

悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

故
郷
を
奪
わ
れ
、
今
も
な

お
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
皆
様
に
、
お
見

舞
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

意
見
書
案
の
可
決

議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
か
ら
「
中
華
人
民
共
和

国
の
海
警
法
施
行
に
対
す

る
適
切
な
対
応
を
政
府
に

求
め
る
意
見
書
」
案
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

那
覇
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正

議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
か
ら
「
那
覇
市
議
会
会

議
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
制
定
に
つ
い
て
」

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
同

議
案
は
、
本
会
議
や
委
員

会
へ
の
欠
席
事
由
を
明
文

化
、
出
産
に
つ
い
て
産

前
・
産
後
期
間
に
も
配
慮

し
た
規
定
の
整
備
、
請
願

に
係
る
署
名
押
印
の
見
直

し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

補
正
予
算
議
案
を
可
決

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）
等
、

９
件
の
議
案
に
つ
い
て
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委

員
長
の
報
告
を
求
め
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

追
加
議
案（
そ
の
２
）提
案

追
加
議
案
「
那
覇
市
常

勤
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
」
が
提
案
さ
れ
、
所

管
部
長
か
ら
提
案
理
由
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告

市
長
か
ら
、
令
和
３
年

２
月
24
日
の
最
高
裁
判
決

で
違
憲
と
さ
れ
た
「
固
定

資
産
税
等
課
税
免
除
措
置

取
消
（
住
民
訴
訟
）
請
求

事
件
（
久
米
至
聖
廟
訴

訟
）」
に
関
す
る
行
政
報

告
が
あ
り
、
３
人
の
議
員

か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

◆
３
月
22
日
（
最
終
日
）�

�

意
見
書
案
決
議
案
、
条
例
、

予
算
議
案
等
を
可
決・同
意

は
じ
め
に
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
か
ら
「
沖

縄
戦
の
戦
没
者
の
遺
骨
等

を
含
む
可
能
性
の
あ
る
土

砂
を
埋
め
立
て
に
使
用
し

な
い
よ
う
求
め
る
意
見

書
」
案
、
ま
た
「
中
華
人

民
共
和
国
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
調
査
及

び
抗
議
を
求
め
る
意
見

書
」
案
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
委
員

長
か
ら
「
故
鎌
倉
芳
太
郎

氏
を
那
覇
市
名
誉
市
民
に

追
贈
し
顕
彰
す
る
こ
と
を

求
め
る
決
議
」
案
、
ま
た
、

厚
生
経
済
常
任
委
員
会
委

員
長
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
国
民
健
康
保
険
税
の
特

例
減
免
等
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書
」
案
が
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

追
加
議
案
「
那
覇
市
常

勤
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
」
は
、
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

次
に
、
各
常
任
委
員
会

委
員
長
か
ら
、
委
員
会
に

お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
、

同
意
さ
れ
た
付
託
議
案
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
３
件
、
都
市
建
設

環
境
５
件
、
教
育
福
祉
23

件
、
厚
生
経
済
６
件
、
予

算
決
算
14
件
は
、
全
会
一

致
で
可
決
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

11
件
の
陳
情
事
件
は
、

所
管
す
る
常
任
委
員
会
の

報
告
書
の
と
お
り
、
全
会

一
致
で
9
件
が
採
択
、
2

件
が
一
部
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
１
件
の
陳
情

事
件
は
、
同
一
趣
旨
の
意

見
書
が
可
決
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
採
択
さ
れ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
４
常
任
委
員
会

委
員
長
か
ら
委
員
会
に
お

い
て
審
査
中
の
事
件
に
つ

き
、
閉
会
中
継
続
審
査
の

申
し
出
が
あ
り
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
に
付
す
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
定
例
会
中
に

新
た
に
受
理
し
た
２
件
の

陳
情
に
つ
い
て
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
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令和３年（2021年）２月定例会
◆2面～5面… 代表質問
◆6面～9面… 一般質問
◆10面……… 常任委員会審査のあらまし
◆11面……… 可決等した主な議案、意見書 ほか
◆12面……… 意見書・決議 ほか

那 覇 市 議 会第233号

中学生が出席した陳情審査の様子
　仲井真中学校３年生から提出された条例制定に関する 10 件の陳情について、３月 15 日に開催された教育福祉常任委員会で同
委員会所管分６件の審査を行いました。参考人として、各陳情の提出者である生徒の代表と教諭に出席していただき、グループ内
で話し合った内容や、今回の陳情の内容に決まった経緯などについて意見聴取しました。各委員からの質問に対しても、しっかりと、
そして丁寧に答弁している姿がとてもすばらしく印象的でした。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
等
を
可
決

　
令
和
３
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
９
日
か
ら
３
月
22
日

ま
で
の
42
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
令
和
２
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）66
億
１
３
７
３
万
円
の
増
額
、

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
１
６
１
０
億
１
７
０
０
万

円
、
那
覇
市
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
な
ど
73
件
が
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

定例会
2月

会
議
の
あ
ら
ま
し
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教
室
や
本
市
独
自
の
支
援

教
室
の
設
置
を
含
め
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
に
つ
い
て

問
①
準
備
状
況
を
問
う
。

答
2
月
1
日
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
推
進
室
を
設
置
し
現

在
は
8
人
が
担
当
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
、
予
約
や

相
談
等
、
予
防
接
種
実
施

に
向
け
体
制
強
化
を
図
る
。

問
②
接
種
計
画
、
接
種
会

場
の
確
保
、
接
種
に
至
る

ま
で
の
流
れ
、
予
約
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
那
覇
市
医
師
会
と
協
議

を
重
ね
実
施
計
画
を
策
定

中
で
、
医
療
機
関
を
使
っ

た
基
本
型
と
公
共
施
設
を

使
っ
た
集
団
接
種
を
組
み

合
わ
せ
た
会
場
設
営
を
調

整
中
で
あ
る
。ま
た
、接
種

の
流
れ
は
、
住
民
登
録
の

住
所
に
接
種
券
（
ク
ー
ポ

ン
）が
届
い
た
ら
、希
望
す

る
医
療
機
関
ま
た
は
集
団

接
種
会
場
、
接
種
日
を
予

約
し
、
当
日
は
接
種
券
を

持
参
す
る
。
予
約
は
個
別

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は

医
療
機
関
へ
、
集
団
接
種

を
希
望
す
る
際
は
市
へ
電

話
や
ネ
ッ
ト
で
予
約
す
る
。

問
③
副
反
応
へ
の
対
応
、

接
種
に
要
す
る
人
員
確
保
、

離
島
住
民
や
仕
事
関
係
で

市
民
以
外
の
方
の
市
内
で

の
接
種
は
ど
う
な
る
か
。

答
接
種
後
15
分
以
上
体
調

観
察
を
行
い
、
副
反
応
が

見
ら
れ
た
場
合
は
医
師
等

に
よ
る
応
急
処
置
が
で
き

る
体
制
を
整
え
る
。
人
員

は
、
医
師
会
や
看
護
協
会

等
に
協
力
依
頼
し
て
お
り
、

集
団
接
種
会
場
は
人
員
体

制
が
大
き
く
な
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
近
く
の
医
療

機
関
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。
接
種
は
原
則
、

住
民
登
録
地
だ
が
、
住
所

地
で
受
け
ら
れ
な
い
事
情

等
を
接
種
地
が
判
断
し
受

け
る
こ
と
は
可
能
。

中
心
商
店
街
へ
の
支
援

問
「
活
動
継
続
や
活
性
化

を
図
る
」
た
め
の
支
援
を

問
う
。

答
頑
張
る
マ
チ
グ
ヮ
ー
支

援
事
業
と
併
せ
て
今
年
度

は
那
覇
市
商
店
街
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
通
り
会
の
継
続
活

動
へ
の
支
援
を
求
め
る
声

も
あ
り
、
他
商
店
街
等
の

状
況
を
見
な
が
ら
支
援
策

の
実
施
に
向
け
取
組
を
進

め
た
い
。

新
真
和
志
支
所
複
合
施
設

問
基
本
計
画
概
要
を
問
う
。

答
施
設
規
模
は
5
千
㎡
程

度
、
設
置
施
設
は
真
和
志

支
所
、
中
央
公
民
館
・
図

書
館
、
福
祉
関
連
施
設
な

ど
。
事
業
費
は
建
設
費
の

み
で
約
32
億
円
を
想
定
し
、

次
年
度
順
調
に
着
手
し
た

場
合
、
約
5
年
後
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

夜
間
中
学
校
に
つ
い
て

問
設
置
へ
の
対
応
を
問
う
。

答
今
年
度
、
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
で
現
状
を
把
握
し

本
市
で
の
夜
間
中
学
校
の

在
り
方
等
を
検
討
し
た
。

県
や
県
内
9
市
町
村
が
次

年
度
以
降
検
討
を
予
定
し

て
い
る
の
で
、
県
や
他
市

町
村
と
連
携
し
な
が
ら
分

生
活
保
護
の
柔
軟
な
運
用

問
親
族
へ
の
扶
養
照
会
や
、

自
動
車
の
保
有
な
ど
当
事

者
に
寄
り
添
っ
た
配
慮
を

求
め
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

答
国
通
知
に
基
づ
き
、
柔

軟
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　
扶
養
照
会
に
つ
い
て
は
、

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

那
覇
市
立
病
院
の
建
替
え

問
施
政
方
針
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
踏
ま
え
、

設
計
内
容
の
一
部
を
見
直

す
と
あ
る
。
内
容
を
伺
う
。

答
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

1
基
増
設
し
、
感
染
症
対

応
病
棟
に
個
室
を
重
点
的

に
配
置
し
、
陰
圧
装
置
を

整
備
す
る
。
受
入
れ
可
能

病
床
数
を
最
大
時
、
現
病

院
の
1.7
倍
41
床
確
保
す
る
。

不
妊
・
不
育
症
治
療

問
①
今
年
1
月
以
降
に
不

妊
治
療
を
終
了
し
た
方
へ

の
支
援
が
強
化
さ
れ
る
。

内
容
と
取
組
を
伺
う
。

答
助
成
拡
大
の
具
体
的
な

内
容
は
、
所
得
制
限
の
撤

廃
、
1
回
15
万
円
で
初
回

の
み
30
万
円
で
あ
っ
た
助

成
額
が
2
回
目
以
降
も
30

万
円
と
な
り
、
ま
た
生
涯

通
算
で
6
回
ま
で
で
あ
っ

た
助
成
回
数
が
1
子
ご
と

に
6
回
ま
で
と
な
っ
た
。

周
知
と
し
て
、
県
内
6
指

定
医
療
機
関
へ
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
配
布
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
広
報
を
予
定
。

問
②
不
育
症
支
援
を
伺
う
。

答
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
研
究
段
階
に
あ
る

新
た
な
検
査
の
保
険
適
用

を
推
進
す
る
た
め
、
1
回

5
万
円
を
上
限
と
し
検
査

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

不
育
症
検
査
費
用
助
成
事

業
を
来
年
度
開
始
す
る
。

S
D
G
s
に
つ
い
て

問
施
政
方
針
に
、
市
民
・

職
員
の
機
運
の
醸
成
を
図

る
と
あ
る
。
今
回
、
市
が

考
案
し
た
S
D
G
s
17
の

ゴ
ー
ル
カ
ラ
ー
を
施
し
た

市
章
を
、
市
長
の
記
者
会

見
の
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
等
に

活
用
で
き
な
い
か
。

答
様
々
な
機
会
を
捉
え

S
D
G
s
の
周
知
を
図
る

こ
と
は
大
変
重
要
。
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

動
物
愛
護
管
理
条
例

問
条
例
制
定
の
背
景
及
び

概
要
と
ポ
イ
ン
ト
や
効
果

を
伺
う
。

答
昨
年
6
月
「
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
が
改
正
施
行
さ
れ
た
。

本
市
で
は
法
の
規
定
へ
の

対
応
も
含
め
動
物
の
様
々

な
課
題
へ
の
対
応
を
推
し

進
め
る
た
め
、
市
・
市
民

・
飼
い
主
等
の
責
務
や
飼

い
主
の
遵
守
事
項
、
条
例

違
反
し

た
場
合

の
罰
則

等
を
規

定
し
た

条
例
案

を
提
案

し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
適
正
飼
養
、

終
生
飼
養
、
繁
殖
制
限
の

啓
発
強
化
、
動
物
の
健
康

や
安
全
を
保
持
す
る
た
め

の
飼
い
主
等
の
役
割
を
明

確
化
し
た
ほ
か
、
猫
の
屋

内
飼
養
や
所
有
者
の
判
明

し
な
い
猫
に
関
す
る
規
定

な
ど
を
設
け
た
。

　
期
待
さ
れ
る
効
果
は
、

動
物
福
祉
を
は
じ
め
、
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
市
民
意
識
の
向
上
及

び
地
域
の
生
活
環
境
の
保

全
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
保
育
所
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員

に
慰
労
金
支
給
を
。
コ
ロ

ナ
支
援
の
拡
大
強
化
を

問
①
社
会
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
施
設
の
職
員
へ

の
慰
労
金
の
支
給
を
。

答
本
市
単
独
事
業
と
し
て
、

保
育
所
、
こ
ど
も
園
、
地

域
型
保
育
事
業
所
、
認
可

外
保
育
施
設
、
私
立
幼
稚

園
と
就
学
前
の
す
べ
て
の

教
育
・
保
育
施
設
と
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
勤
務
す

る
全
て
の
職
員
、
対
象
者

約
7
2
0
0
人
に
、
予
算

約
8
7
0
0
万
円
で
年
度

内
支
給
を
準
備
し
て
い
る
。

問
②
私
は
昨
年
6
月
定
例

会
で
、
那
覇
市
立
病
院
の

建
替
え
に
つ
い
て
、「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
、
よ
り

適
切
に
対
応
が
で
き
る
よ

う
設
計
な
ど
を
見
直
し
て

改
善
を
図
る
べ
き
」
と
提

案
し
た
。
取
組
を
問
う
。

答
設
計
を
変
更
、
感
染
症

患
者
の
受
入
可
能
な
病
床

数
は
、
最
大
時
に
現
病
院

の
1
・
7
倍
、
41
床
確
保
。

患
者
数
の
増
加
に
合
わ
せ
、

段
階
的
な
病
床
拡
大
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

一
般
診
療
に
影
響
な
い
よ

う
改
善
を
図
る
。

問
③
コ
ロ
ナ
禍
で
城
間
市

政
が
11
回
補
正
予
算
を
組

み
、
拡
充
し
て
い
る
主
な

対
策
と
支
援
策
を
問
う
。

答
医
療
従
事
者
の
た
め
の

宿
泊
ホ
テ
ル
の
確
保
、
小

児
・
妊
婦
等
へ
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業

な
ど
の
ほ
か
、
現
在
、
通

所
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

高
齢
者
等
へ
の
P
C
R
検

査
の
実
施
に
向
け
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
る
。
経
済

で
は
、
頑
張
る
事
業
者
応

援
事
業
、
と
ま
ー
る
ク
ー

ポ
ン
事
業
な
ど
の
ほ
か
、

土
産
品
消
費
促
進
事
業
等

を
展
開
し
て
い
る
。
日
常

を
つ
く
る
観
点
か
ら
は
、

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
事
業
、

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業
、
テ

レ
ワ
ー
ク
推
進
施
設
整
備

事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

し
ま
く
と
ぅ
ば
の
継
承
・

普
及
団
体
と
那
覇
市
文
化

協
会
へ
の
支
援
拡
大
を　

問
①
私
は
、
ウ
チ
ナ
ー
芝

居
劇
場
「
沖
映
」
で
音
響

効
果
を
担
当
し
て
い
た
。

し
ま
く
と
ぅ
ば
は
、
琉
球

処
分
や
同
化
政
策
、
差
別

を
乗
り
越
え
、
先
祖
代
々

守
り
抜
い
て
き
た
も
の
。

琉
球
王
朝
文
化
と
戦
後
復

興
の
象
徴
で
、
県
民
の
心

の
拠
り
所
で
あ
る
首
里
城

の
再
建
に
、
う
ち
な
ー
ん

ち
ゅ
の
魂
を
入
れ
る
大
事

な
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
。

し
ま
く
と
ぅ
ば
の
継
承
・

普
及
に
取
組
む
団
体
へ
の

支
援
拡
大
を
問
う
。

答
本
市
は
那
覇
市
文
化
芸

術
基
本
計
画
に
掲
げ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に

加
え
、
う
ち
な
ー
ぐ
ち
の

普
及
・
継
承
の
た
め
の
効

果
的
な
施
策
展
開
を
検
討

す
る
ほ
か
、
文
化
芸
術
団

体
や
家
庭
、
地
域
、
企
業

な
ど
と
の
連
携
し
た
取
組

を
展
開
し
て
い
く
。

問
②
本
市
の
文
化
芸
術
の

振
興
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
市
文
化
協
会

へ
の
支
援
拡
大
を
問
う
。

答
必
要
に
応
じ
て
関
係
部

署
と
調
整
を
図
り
た
い
。

第
32
軍
司
令
部
壕
保
存
公

開
へ
文
化
財
指
定
を

新型コロナウイルスワクチン接種推進室（保健所内）

SDGs17の 
ゴールカラーを 

施した市章

■
公
明
党

■
公
明
党

��

糸
数
糸
数  

昌
洋
昌
洋

■
公
明
党

■
公
明
党

��

大
城
大
城  

幼
子
幼
子

■
日
本
共
産
党

■
日
本
共
産
党

��

古
堅
古
堅  

茂
治
茂
治

２
月
16
日
、
17
日
の
２
日
間
、
８
会
派
か
ら
18
人
の
議
員

が
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
質
問
と
答
弁

の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
（
録
画
中
継
）、
又
は
会
議
録
（
５
月
下
旬
掲
載
予
定
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Ｑ
Ｒ
画
像
を
読
み
取
る
と
録
画
中
継
が
視
聴
で
き
ま
す
。）

代
表
質
問

代
表
質
問
各
会
派
の
代
表
が

各
会
派
の
代
表
が

市
政
を
た
だ
す

市
政
を
た
だ
す
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問
戦
争
遺
跡
は
沖
縄
戦

の
「
生
き
証
人
」
と
い
え

る
存
在
と
な
り
、
沖
縄
戦

を
追
体
験
し
、
戦
争
と
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
教
育

力
を
も
備
わ
る
も
の
と
な

る
。
第
32
軍
司
令
部
壕
の

保
存
・
公
開
へ
、
県
と
連

携
し
て
文
化
財
指
定
を
。

答
積
極
的
に
協
力
す
る
。

那
覇
へ
夜
間
中
学
設
置
を

問
夜
間
中
学
校
に
は
、「
学

ぶ
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」

と
い
う
教
育
の
原
点
が
あ

る
。
憲
法
の
求
め
る
教
育

を
受
け
る
権
利
の
保
障
、

義
務
教
育
の
保
障
、
国
際

人
権
規
約
の
教
育
を
受
け

る
権
利
を
実
現
す
る
上
で

非
常
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
本
市
へ
設
置

す
べ
き
。
見
解
を
問
う
。

答
教
育
の
機
会
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
設
置
は
重
要

な
こ
と
だ
と
考
え
る
。

城
間
市
政
の
介
護
保
険
料

引
き
下
げ
を
評
価
す
る

問
介
護
保
険
料
引
き
下
げ

の
概
要
を
問
う
。

答
令
和
3
年
度
か
ら
令
和

5
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、

全
て
の
所
得
段
階
の
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
に

向
け
て
施
策
の
拡
充
を

問
①
多
様
性
を
大
切
に
、

個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る

政
治
へ
の
取
組
を
問
う
。

答
第
4
次
那
覇
市
男
女
共

同
参
画
計
画
で
は
、
5
つ

の
基
本
目
標
、「
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く

り
」、「
多
様
な
性
を
尊
重

す
る
社
会
づ
く
り
」、「
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
」、「
あ
ら
ゆ
る

分
野
へ
の
女
性
の
活
躍
推

進
」、「
暴
力
の
な
い
社
会

づ
く
り
」
を
掲
げ
、
施
策

拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
②
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
。

答
希
望
す
れ
ば
ど
ち
ら
の

姓
も
使
用
で
き
る
の
は
、

選
択
の
幅
を
広
げ
、
個
人

の
生
き
方
や
価
値
観
を
尊

重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

問
③
県
都
・
那
覇
市
初
め

て
の
女

性
市
長

と
し
て

手
腕
を

発
揮
し
、

女
性
管

理
職
を

積
極
的

に
増
や
す
べ
き
。
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

答
登
用
率
は
数
値
目
標
以

上
だ
が
、
さ
ら
な
る
向
上

が
必
要
。
女
性
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
へ
の
派
遣
や
家

庭
生
活
の
両
立
に
資
す
る

職
場
環
境
の
整
備
等
を
行

い
、
女
性
管
理
職
登
用
に

率
先
し
て
努
め
た
い
。

歴
史
と
文
化
の
薫
る
首
里

の
ま
ち
づ
く
り
促
進
を

問
新
・
首
里
杜
構
想
の
推

進
体
制
を
問
う
。

答
本
市
の
首
里
の
ま
ち
づ

く
り
方
針
と
新
・
首
里
杜

構
想
は
合
致
し
て
い
る
。

県
、
国
、
那
覇
市
、
住
民

な
ど
多
様
な
主
体
が
必
要

に
応
じ
て
参
画
、
協
働
で

き
る
体
制
を
検
討
・
構
築
、

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
課
題
の
解
決
に
継
続

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

自
立
的
に
協
働
で
き
る
地

域
社
会
を
形
成
し
、
計
画

的
な
推
進
に
つ
な
げ
る
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

問
「
温
故
知
新
」
に
重
ね

「
温
故
起
新
」
に
込
め
た

市
長
の
思
い
を
伺
う
。

答
未
来
に
向
け
た
新
た
な

行
動
を
起
こ
し
、
コ
ロ
ナ

禍
の
困
難
か
ら
起
き
上
が

っ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
。

当
初
予
算
に
つ
い
て

問
①
新
規
事
業
「
不
育
症

検
査
費
用
助
成
事
業
」
の

概
要
を
伺
う
。

答
不
育
症
（
流
産
や
死
産

を
繰
り
返
す
）
の
検
査
費

用
に
、
1
回
5
万
円
を
上

限
と
し
て
助
成
す
る
。

問
②
継
続
事
業
「
不
妊
に

悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支

援
事
業
」
の
概
要
を
伺
う
。

答
助
成
額
1
回
15
万
円

（
初
回
30
万
円
）
が
2
回

目
以
降
も
30
万
円
と
な
り
、

助
成
回
数
も
生
涯
通
算
6

回
ま
で
が
1
子
ご
と
に
、

6
回
ま
で
に
拡
充
さ
れ
る
。

問
③
当
該
支
援
に
対
す
る

市
民
要
望
は
。

答
助
成
額
・
回
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い
、
所
得
・
年

齢
制
限
の
撤
廃
な
ど
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
①
在
留
外
国
人
へ
の
接

種
案
内

や
費
用

は
。

答
住
民

基
本
台

帳
に
登

録
さ
れ

て
い
る

外
国
人
へ
接
種
券
を
送
付
、

接
種
に
係
る
自
己
負
担
は

な
し
。

問
②
副
反
応
な
ど
の
安
全

対
策
を
伺
う
。

答
接
種
後
15
分
以
上
は
体

調
観
察
を
行
い
、
医
師
や

看
護
師
に
よ
る
応
急
措
置

体
制
を
整
え
る
。

問
③
65
歳
以
上
の
接
種
時

期
と
接
種
の
順
番
は
。

答
令
和
3
年
4
月
以
降
を

予
定
。
①
医
療
従
事
者
等

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
③

基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
、

高
齢
者
施
設
等
従
事
者
④

16
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
順
。

令
和
3
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
に
つ
い
て

問
予
算
は
1
6
1
0
億
1

7
0
0
万
円
で
あ
る
。
公

債
費
、
臨
時
財
政
対
策
債

等
が
増
額
し
て
い
る
が
特

徴
に
つ
い
て
伺
う
。

答
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め

様
々
な
施
策
を
展
開
す
る
。

地
方
税
の
減
収
を
補
う
た

め
国
が
示
す
財
政
措
置
を

受
け
た
予
算
編
成
で
あ
る
。

経
済
観
光
業
者
支
援
に
つ

い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業

者
へ
の
支
援
や
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
観
光
入
域
客
回

復
へ
の
取
組
を
伺
う
。

答
11
件
の
支
援
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
国
や
県

の
支
援
が
届
き
に
く
い
部

分
を
補
う
形
で
更
に
検
討

し
取
り
組
む
。
ま
た
、
市

民
力
や
地
域
人
材
の
活
用

に
つ
い
て
関
係
部
署
と
連

携
し
検
討
す
る
。

古
紙
の
回
収
に
つ
い
て

問
他
市
町
村
で
は
有
償
回

収
が
多
い
、
本
市
で
は
現

状
通
り
回
収
す
る
か
伺
う
。

答
回
収
し
た
古
紙
は
無
償

で
業
者
と
取
引
し
て
い
る
。

今
後
も
市
民
へ
の
影
響
を

考
え
、
古
紙
市
場
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

新
中
学
一
年
生
の
制
服
購

入
支
援
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
し
て

い
る
保
護
者
へ
の
支
援
は
。

答
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
を
理
由
と
し
た
就
学
援

助
申
請
児
童
数
は
23
人
（

認
定
数
17
人
）、今
後
も
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て

問
入
居
に
連
帯
保
証
人
を

不
要
と
す
る
こ
と
の
要
望

が
多
い
、
見
解
を
伺
う
。

答
本
市
に
お
い
て
も
そ
の

規
定
を
削
除
す
る
方
向
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

問
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
た
那
覇
市
の
取
組
は
。

答
2
月
1
日
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
推
進
室
を
設
置
。
市
民

へ
の
情
報
提
供
、
予
約
や

相
談
等
、
予
防
接
種
の
実

施
に
向
け
、
今
後
も
体
制

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問
②
国
へ
の
要
望
は
。

答
最
大
の
国
へ
の
要
望
は
、

も
う
少
し
詳
し
い
情
報
が

欲
し
い
と
い
う
こ
と
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て

問
①
条
例
の
特
徴
は
。

答
市
、
市
民
、
飼
い
主
が

動
物
の
命
を
尊
ぶ
べ
き
こ

と
を
共
通
認
識
し
た
上
で
、

責
務
等
を
果
た
し
て
い
く

基
本
理
念
を
定
め
、
実
現

に
向
け
て
必
要
な
条
文
を

規
定
し
て
い
る
。

問
②
動
物
愛
護
に
関
す
る

新
し
い
取
組
や
事
業
は
。

答
ま
ず
動
物
愛
護
団
体
と

の
連
携
強
化
の
下
、
既
存

の
事
業
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。
そ
の
上
で
、
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

問
③
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

の
進
捗
状
況
は
。

答
コ
ス
ト
面
や
施
設
の
特

性
等
、
設
置
に
向
け
検
討

を
続
け
て
い
る
。

那
覇
港
湾
施
設
（
那
覇
軍

港
）
に
つ
い
て

問
①
今
後
の
使
わ
れ
方
の

説
明
は
受
け
て
い
る
か
。

答
受
け
て
い
な
い
。

問
②
那
覇
市
は
、
今
後
の

使
わ
れ
方
も
知
ら
さ
れ
ず
、

利
用
実
態
も
15
年
以
上
情

報
が
提
供
さ
れ
ず
土
地
を

奪
わ
れ
て
い
る
。
日
米
両

政
府
が
移
設
を
伴
わ
な
い

返
還
を
決
め
れ
ば
、
そ
れ

に
従
う
の
か
。

答
移
設
条
件
の
な
い
返
還

が
実
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

うちなーぐち講座の様子（令和元年開催）

資源化物（新聞紙）回収

環境衛生課の施設で譲渡を待つ猫

不育症のリーフレット
（厚生労働省作成一部抜粋）

第４次那覇市 
男女共同参画計画

■
ニ
ラ
イ

■
ニ
ラ
イ

��

多
和
田

多
和
田  

栄
子
栄
子

■
日
本
共
産
党

■
日
本
共
産
党

��

西
中
間

西
中
間  

久
枝
久
枝

■
ニ
ラ
イ

■
ニ
ラ
イ

��

清
水
清
水  

磨
男
磨
男

■
ニ
ラ
イ

■
ニ
ラ
イ

��

金
城
金
城  
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德
眞
德
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都
市
計
画
に
つ
い
て

問
真
和
志
地
域
に
公
共
交

通
の
不
便
地
域
が
あ
る
が

こ
れ
を
補
う
た
め
の
取
組

と
現
状
を
伺
う
。

答
真
和
志
地
域
の
公
共
交

通
不
便
地
域
の
解
消
を
目

的
と
し
て
、
30
分
前
ま
で

の
予
約
で
真
和
志
地
域
内

及
び
モ
ノ
レ
ー
ル
安
里
駅

で
乗
降
が
で
き
る
真
和
志

地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
民

間
事
業
者
に
よ
り
本
格
運

行
さ
れ
て
い
る
。
L
R
T

の
導
入
と
合
わ
せ
、
路
線

バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再

編
と
公
共
交
通
の
不
便
地

域
の
移
動
手
段
と
し
て
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
の
検
討
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

病
児
保
育
事
業
に
つ
い
て

問
本
市
の
病
児
保
育
事
業

の
充
実
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
、
病
児
保
育
施
設

が
本
庁
地
区
に
1
施
設
、

真
和
志
地
区
に
1
施
設
、

病
後
児
保
育
施
設
が
首
里

地
区
に
1
施
設
の
合
計
3

施
設
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

次
年
度
は
小
禄
地
区
に
新

た
な
開
設
を
計
画
し
て
お

り
、
令
和
3
年
度
・
4
年

度
の
目
標
で
あ
る
市
内
4

施
設
の
設
置
の
目
標
は
達

成
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
令
和
5
年
度
以
降
、

コ
ロ
ナ
対
策
及
び
支
援
の

不
公
平
感
を
是
正
し
、
さ

ら
に
支
援
を
推
進
す
べ
き

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て
、
多
く
の

市
民
か
ら
「
那
覇
市
の
対

策
は
不
十
分
で
あ
る
」
と

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

支
援
の
不
公
平
感
を
是
正

し
市
民
の
皆
様
に
対
す
る

支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
那
覇
市
の
対
策
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
と
し
て

は
、
1
月
末
時
点
で
特
別

定
額
給
付
金
や
補
助
事
業

な
ど
を
含
め
計
1
0
7
事

業
、
総
額
約
4
0
6
億
円
。

事
業
の
一
例
と
し
て
、
医

療
従
事
者
の
た
め
の
宿
泊

ホ
テ
ル
の
確
保
、
頑
張
る

事
業
者
応
援
事
業
、
P
 C 

R
検
査
な
ど
の
感
染
症
予

防
事
業
等
を
実
施
し
て
き

た
。な
お
、今
後
第
3
次
コ

ロ
ナ
臨
時
交
付
金
の
交
付

が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

国
や
県
が
行
う
様
々
な
施

策
を
注
視
し
つ
つ
、
本
市

に
お
い
て
も
迅
速
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
立
小
学
校
の
少
人
数
学

級
に
つ
い
て

問
①
少
人
数
学
級
の
最
終

目
標
は
、
子
供
の
持
つ
無

限
の
可
能
性
を
引
き
出

し
、
伸
ば
す
こ
と
。
学
ぶ

内
容
・
目
的
・
子
供
の
状

況
に
よ
り
指
導
方
法
と
指

導
規
模
を
変
え
、
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

教
職
員
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

公
立
小
学
校
の
学
級
編
成

基
準
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て
、
那
覇
市
の
少
人
数
学

級
へ
の
見
解
を
伺
う
。

答
少
人
数
学
級
は
、
教
師

が
児
童
生
徒
一
人
一
人
に

目
が
行
き
届
く
よ
う
に
な

り
、
安
全
管
理
の
面
や
き

め
細
か
な
学
習
指
導
が
で

き
る
こ
と
、
教
員
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
な
ど
の

効
果
が
認
め
ら
れ
る
。　

将
来
を
担
う
人
材
育
成
を

す
る
と
い
う
使
命
と
職
責

の
重
要
性
に
鑑
み
、
本
務

教
員
を
充
て
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
教
員
の
定
数
枠

の
確
保
に
つ
い
て
は
国
や

県
へ
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

問
②
国
や
県
に
要
請
す
る

以
外
に
那
覇
市
で
の
取
組

は
あ
る
か
。

答
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

問
③
I
C
T
教
育
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
?

答
メ
リ
ッ
ト
は
必
要
な
情

報
を
簡
単
に
検
索
収
集
し

た
り
、
自
分
の
考
え
を
文

章
に
ま
と
め
た
り
す
る

こ
と
。
課
題
は
教
員
の

I
C
T
機
器
活
用
能
力
に

格
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

問
④
民
間
の
活
力
を
生
か

す
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
年
度
中
に
民
間
企
業

に
業
務
委
託
契
約
を
行
い
、

専
門
的
な
I
C
T
支
援
員

を
各
学
校
へ
配
置
す
る
計

画
を
進
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

問
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

に
つ
い
て
伺
う
。

答
接
種
順
位
に
つ
い
て
は
、

最
初
に
医
療
従
事
者
等
、

続
い
て
高
齢
者
、
基
礎
疾

患
を
有
す
る
方
、
高
齢
者

施
設
等
の
従
事
者
、
16
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
方
の
順

で
進
め
、
お
お
む
ね
9
月

に
接
種
を
完
了
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。

問
②
甚
大
な
影
響
を
受
け

て
い
る
観
光
、
飲
食
店
事

業
者
へ
の
支
援
、
時
短
営

業
協
力
金
支
援
状
況
、
時

短
営
業
要
請
に
含
ま
れ
な

い
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

答
時
短
要
請
に
応
じ
た
飲

食
店
や
接
待
を
伴
う
遊
興

施
設
へ
の
協
力
金
は
、
2

月
12
日
時
点
で
県
の
申
請

件
数
が
5
2
2
3
件
。
那

覇
市
上
乗
せ
協
力
金
は
、

県
協
力
金
の
支
給
を
受
け

た
事
業
者
を
対
象
と
し
、

2
千
7
百
件
見
込
む
。
国

や
県
の
支
援
が
行
き
届
き

に
く
い
部
分
を
補
う
事
業

形
態
や
相
互
に
事
業
効
果

を
高
め
ら
れ
る
連
携
事
業

等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

新
た
な
沖
縄
振
興
計
画

問
本
市
関
連
施
策
は
何
か
。

答
那
覇
港
湾
施
設
の
跡
地

利
用
や
奥
武
山
公
園
の
J 

1
規
格
ス
タ
ジ
ア
ム
の
整

備
等
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
自
転
車
等
の
放
置

防
止
条
例
制
定
に
つ
い
て

問
条
例
の
概
要
を
伺
う
。

答
市
民
の
良
好
な
生
活
環

境
の
確
保
、
都
市
の
美
観

の
維
持
及
び
自
転
車
等
の

利
用
者
の
利
便
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
撤
去
移
動
保
管
料

と
し
て
、
自
転
車
は
千
円
、

原
動
機
付
自
転
車
は
4
千

円
を
徴
収
す
る
予
定
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
支
援
策

問
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
県
の
時
短
要
請
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
協
力
金
の

対
象
外
と
な
る
事
業
者
へ

の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
本
市
と
し
て
は
、
国
や

県
の
支
援
が
行
き
届
き
に

く
い
部
分
を
補
う
事
業
形

態
や
、
相
互
に
事
業
効
果

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
連

携
事
業
な
ど
の
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問
②
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か

ら
、
廃
業
・
倒
産
し
た
飲

食
業
等
が
あ
る
か
伺
う
。

答
昨
年
4
月
か
ら
本
年
1

月
ま
で
に
68
件
の
廃
業
を

確
認
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢

者
福
祉
支
援
策
に
つ
い
て

問
高
齢
者
の
中
に
は
、
意

思
の
疎
通
が
苦
手
な
方
や

遠
慮
す
る
方
が
い
る
が
、

見
落
と
す
こ
と
の
な
い
よ

う
万
全
の
体
制
で
努
め
る

べ
き
。
持
病
や
疾
患
を
抱

え
る
方
へ
の
対
応
を
伺
う
。

答
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
が
訪
問
を
行
い
、

健
康
状
態
や
生
活
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
ぐ
と

と
も
に
、
電
話
に
よ
る
見

守
り
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

那
覇
文
化
芸
術
劇
場
な
は

ー
と
開
館
に
つ
い
て

問
伝
統
芸
能
の
組
踊
、
琉

球
舞
踊
な
ど
の
各
流
派
や

会
派
、
各
分
野
の
方
々
の

こ
け
ら
落
と
し
へ
の
招
待

の
検
討
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
な
は
ー
と
の
開
館
を
市

民
・
県
民
の
皆
様
と
一
緒

に
お
祝
い
す
る
こ
け
ら
落

と
し
シ
リ
ー
ズ
を
令
和
3

年
12
月
か
ら
4
年
3
月
ま

で
開
催
す
る
。
県
内
で
活

動
し
て
い
る
文
化
芸
術
団

体
を
対
象
に
、
舞
台
芸
術

公
演
企
画
の
募
集
を
予
定
。

あ
と
1
か
所
増
設
し
合
計

5
か
所
の
設
置
を
目
標
。

今
後
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

や
設
置
場
所
、
財
源
な
ど

を
含
め
て
総
合
的
・
多
角

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

真和志地域内及びモノレール安里駅で乗降できる

小学校少人数学級（教室の様子）

那覇商工会議所で開催された緊急経営相談窓口

多くの自転車が止められている歩道那覇文化芸術劇場なはーと（小劇場イメージ画像）
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協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

問
①
校
区
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
拠
点
と
な
る

場
所
の
確
保
は
重
要
で
あ

り
、
そ
の
支
援
も
ま
た
行

政
の
役
割
と
考
え
る
。
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答
活
動
拠
点
の
確
保
は
大

変
重
要
で
あ
り
地
域
の

方
々
が
安
心
し
て
活
動
を

行
う
た
め
の
集
い
の
場
と

な
る
こ
と
が
大
き
な
役
割
。

本
市
の
公
共
施
設
が
有
効

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
庁
内

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問
②
地
域
に
お
け
る
公
民

館
の
位
置
づ
け
と
役
割
に

つ
い
て
伺
う
。

答
生
涯
学
習
活
動
を
担
う

地
域
の
拠
点
施
設
で
あ
り
、

人
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

活
動
拠
点
と
し
て
さ
ら
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
は
大
変

望
ま
し
い
こ
と
と
考
え
る
。

な
は
市
民
協
働
プ
ラ
ザ
の

さ
ら
な
る
活
用
を
求
め
る

問
施
設
全
体
で
の
取
組
を

問
う
。
併
せ
て
特
に
若
い

世
代
、
協
働
の
新
た
な
担

い
手
が
こ
の
施
設
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
取
組
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

答
毎
月
の
プ
ラ
ザ
連
絡
会

議
で
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
各

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
団

体
、
企
業
が
安
全
に
安
心

し
て
活
動
を
継
続
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
る
。　

　
今
後
は
、
若
い
世
代
の

活
動
場
所
と
し
て
の
場
の

提
供
や
市
民
活
動
か
ら
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
起
業
転
換
、

企
業
に
よ
る
社
会
貢
献
活

動
に
対
す
る
連
携
な
ど
が

展
開
で
き
る
よ
う
、
各
セ

ン
タ
ー
の
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
し
て
交
流
を

促
進
し
て
い
き
た
い
。

D
X
行
政
推
進
で
市
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
を

問
コ
ロ
ナ
関
連
業
務
に

R
P
A
等
を
活
用
し
効
率

化
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
れ
な

い
か
。
鹿
児
島
県
奄
美
市

で
は
昨
年
の
特
別
定
額

給
付
金
の
支
給
業
務
に

R
P
A
、A
I
-O
C
R
を

活
用
し
、
給
付
日
数
を
大

幅
に
短
縮
で
き
た
と
い
う
。

答
本
市
で
も
同
業
務
に
A 

I
-O
C
R
等
々
の
活
用

を
試
み
た
が
、
読
み
取
り

精
度
や
処
理
時
間
な
ど
の

課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
格
導
入
を
断
念
し
た
。

　
全
般
的
に
は
、
次
年
度

設
置
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
室
の
下
で
、
職
員
の
働

き
方
改
革
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る

R
P
A
、
A
I
-O
C
R

を
含
め
た
I
C
T
活
用
に
、

鋭
意
取
り
組
む
。

次
年
度
新
た
に
始
ま
る
紙

お
む
つ
給
付
支
援

問
こ
れ
ま
で
何
度
も
取
り

上
げ
て
き
た
療
育
手
帳
所

持
者
へ
の
紙
お
む
つ
給
付

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
次
年
度
予
算
を
新
た
に

約
1
千
万
円
増
額
し
、
給

付
対
象
を
療
育
対
象
A
1
、

A
2
の
重
度
に
拡
大
。
医

師
が
認
め
た
方
に
つ
い
て
、

月
額
5
千
円
を
上
限
に
給

付
を
行
う
予
定
。

税
、
公
共
料
金
等
の
猶
予
、

減
免
及
び
免
除

問
緊
急
事
態
宣
言
後
の
税
、

公
共
料
金
等
の
猶
予
等
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
図
っ
て
い
る
か
。

答
1
月
末
現
在
、
国
保
税

約
百
万
円
猶
予
、
約
1
億

9
千
万
円
減
免
。
市
税
約

5
億
8
千
8
百
万
円
猶
予
、

54
万
円
減
免
。
水
道
料
約

2
千
5
百
万
円
猶
予
、
約

4
億
8
千
万
円
減
免
。

（
仮
称
）
新
真
和
志
支
所

複
合
施
設
に
つ
い
て

問
与
儀
公
園
と
一
体
的
に

整
備
す
べ
き
。

答
公
園
整
備
事
業
の
財
源

確
保
の
た
め
国
へ
補
助
事

業
を
要
望
し
て
い
る
。

教
育
福
祉
行
政
に
つ
い
て

問
教
育
委
員
会
と
し
て
、

直
接
児
童
生
徒
に
い
じ
め

等
の
現
状
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
学
校
が
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
会
か

ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

丁
寧
に
対
応
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

問
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用

補
助
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

答
地
域
の
防
犯
の
た
め
に

道
路
に
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
自
治
会
等
に
対
し
、
1

台
10
万
円
を
上
限
に
補
助

す
る
事
業
で
、
本
定
例
会

に
上
程
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

問
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

答
9
月
に
接
種
を
完
了
す

る
た
め
に
は
、
個
別
接
種

会
場
1
0
0
施
設
程
度
、

集
団
接
種
会
場
10
〜
20
施

設
程
度
必
要
。
集
団
接
種

会
場
は
、
1
会
場
当
た
り

20
人
程
度
の
人
員
が
必
要
。

問
②
営
業
時
間
短
縮
の
協

力
金
に
つ
い
て
。

答
支
給
額
は
1
事
業
者
一

律
12
万
円
で
、
事
業
者
数

2
7
0
0
件
、
支
給
額
3

億
2
4
0
0
万
円
を
想
定
。

仮
設
市
場
へ
の
電
光
掲
示

板
（
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
）
の
設
置
に
つ
い
て

問
市
民
の
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
状
況
下
で
の
設
置

と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

答
整
備
予
算
は
沖
縄
振
興

特
定
事
業
整
備
費
で
、
補

助
対
象
以
外
の
備
品
に
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

6
月
定
例
会
は
66
月月
11
日（
火
）

日（
火
）開
会
予
定
で
す
。

O
C
N
テ
レ
ビ
で
も
本
会
議
を
生
中
継
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。0
9
2
チ
ャ
ン
ネ
ル

0
9
2
チ
ャ
ン
ネ
ル

なは市議会だよりに関するお問い合わせ
議会事務局調査法制課まで

TEL（０９８）８６２-８１９４／FAX（０９８）８６２-８２９６

①身体的距離の確保 ②マスクの着用 ③手指消毒薬の使用①身体的距離の確保 ②マスクの着用 ③手指消毒薬の使用
◎�議場内は、感染防止のため、定足数(20人)に留意し、出席
議員数を制限しておりますので、ご了承ください。

本会議および予算決算常任委員会を生中継！
（録画中継もご覧になれます）

那覇市議会インターネット中継

傍聴に関するお知らせ 
今後の対応については、随時、市議会ホームページでお知らせします。

市議会ホームページから 
ご覧いただけます。

活動拠点となっている地域連携室（鏡原中）

おもろまちにある上下水道局お客様センター

現在の与儀公園と休館中の市民会館

第一牧志公設市場の電光掲示板（デジタルサイネージ）

さらなる活用が求められる なは市民協働プラザ

市民サービス向上にむけてICT活用

■
市
民
の
こ
こ
ろ

■
市
民
の
こ
こ
ろ

��

當
間
當
間  

安
則
安
則

■
市
民
の
こ
こ
ろ

■
市
民
の
こ
こ
ろ

��

新
崎
新
崎  

進
也
進
也

■
無
所
属
の
会

■
無
所
属
の
会

��
前
泊
前
泊  

美
紀
美
紀

■
な
は
の
み
ら
い

■
な
は
の
み
ら
い

��

坂
井
坂
井  

浩
二
浩
二

■
な
は
の
み
ら
い

■
な
は
の
み
ら
い

��

上
原
上
原  

仙
子
仙
子

■
無
所
属
の
会

■
無
所
属
の
会

��

中
村
中
村  

圭
介
圭
介
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い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

問
子
ど
も
に
と
っ
て
最

大
の
教
育
環
境
は
教
師

自
身
で
あ
り
更
な
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
い
じ
め
問

題
再
発
防
止
へ
の
対
応

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
児
童
生
徒
へ
の
道
徳

科
の
授
業
や
特
別
活
動

等
の
中
で
、
い
じ
め
に

係
る
啓
発
を
行
い
、
教

員
に
も
い
じ
め
に
対
す

る
正
確
な
認
識
を
持
つ

よ
う
促
し
て
い
き
た
い
。

ビ
ル
外
壁
等
落
下
事
故

の
対
応
策
に
つ
い
て

問
①
ビ
ル
の
外
壁
落
下

等
事
故
の
発
生
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答
過
去
5
年
間
で
小
さ

な
も
の
も
含
め
80
件
あ

っ
た
が
、
け
が
人
等
は

出
て
い
な
い
。

問
②
安
全
点
検
定
期
報

告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
特
殊
建
築
物
は
市

内
に
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。

答
対
象
の
建
築
物
は
6

2
1
件
と
な
っ
て
い
る
。

問
③
定
期
報
告
対
象
外

建
築
物
の
事
故
が
複
数

報
告
さ
れ
て
い
る
。
安

全
点
検
や
保
険
加
入
等

に
つ
い
て
ル
ー
ル
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
保
険
の
案
内
や
所
有

す
る
建
物
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
周
知
を
ど

の
よ
う
に
図
れ
ば
よ
い

か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

水
産
業
振
興
の
充
実
を

問
離
島
漁
業
再
生
事
業

の
取
組
状
況
は
。

答
事
業
主
体
と
な
る
漁

業
者
の
代
表
と
今
後
の

手
続
き
、
内
容
等
の
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
ル
ー
プ

問
公
共
施
設
へ
の
導
入
。

答
議
会
傍
聴
席
、
パ
レ

ッ
ト
市
民
劇
場
に
導
入

済
み
。
な
は
ー
と
の
大

劇
場
、
小
劇
場
に
予
定
。

安
謝
小
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
委
員
会
の
要
請
事
項

問
①
17
項
目
の
対
応
。

答
2
件
を
除
き
、
対
応

済
み
と
実
施
予
定
。

問
②
安
謝
中
央
線
・
2

丁
目
沿
い
の
歩
道
改
修
。

答
側
溝
蓋
の
段
差
等
を

確
認
。
準
備
出
来
次
第

早
急
に
対
応
す
る
。

公
営
住
宅
を
増
や
せ

問
①
入
居
倍
率
は
幾
ら
。

答
全
国
平
均
は
3.9
倍
、

県
は
6.8
倍
、
那
覇
市
は

15
・
8
倍
。

問
②
公
営
住
宅
の
戸
数
。

答
那
覇
市
は
6
3
9
2

戸
。
県
は
2
6
2
8
戸
。

問
③
市
内
に
県
営
住
宅

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

答
県
は
来
年
度
、
検
討

委
員
会
を
設
置
。
反
映

さ
せ
る
と
認
識
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
健
康
長
寿

問
高
齢
者
の
虚
弱
対
策
。

答
感
染
予
防
に
留
意
し
、

虚
弱
・
介
護
予
防
の
取

組
を
継
続
す
る
。

政
令
市
へ
の
移
行

問
本
市
の
求
心
力
を
力

強
く
昇
華
さ
せ
る
た
め

の
政
令
市
移
行
に
つ

い
て
。

答
政
令
指
定
都
市
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
市

民
に
と
っ
て
は
都
市
と

し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
が

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
が
り
、

職
員
に
と
っ
て
も
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
。

提
案
は
未
来
に
夢
を
広

げ
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
事
業
等
に
お
け
る

県
産
品
の
優
先
使
用

問
調
達
業
務
の
際
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
元

産
品
の
優
先
使
用
に
努

め
た
内
容
に
つ
い
て
。

答
物
品
購
入
に
つ
い
て

は
、
落
札
件
数
の
制
限

を
新
た
に
設
け
た
。
公

共
工
事
に
つ
い
て
は
、

建
設
資
材
の
県
産
品
使

用
状
況
の
調
査
対
象
品

目
を
増
や
す
等
の
調
整

を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
状
況
把
握
に
務
め
、

県
産
品
使
用
が
広
が
る

よ
う
努
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ア

プ
リ
の
活
用
に
つ
い
て
。

答
電
話
に
加
え
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
基
本
と
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

問
本
市
の
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
の
現
状
及

び
新
規
開
設
を
伺
う
。　

答
子
ど
も
が
病
気
の
際

に
、
病
院
等
に
付
設
さ

れ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
で

一
時
的
に
子
ど
も
を
預

か
り
、
看
護
師
や
保
育

士
が
保
育
を
行
う
事
業
。

次
年
度
は
小
禄
地
区
に

新
た
に
開
設
を
計
画
。

N
A
H
A
マ
ラ
ソ
ン

問
出
場
者
2
万
2
7
7

0
名
中
公
認
記
録
を
必

要
と
す
る
人
は
わ
ず
か

9
8
0
名
。
こ
れ
ま
で

の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
に
見

直
し
た
ら
ど
う
か
。

答
公
認
記
録
を
得
る
こ

と
で
、
世
界
大
会
等
の

選
考
競
技
会
と
な
る
大

会
へ
の
出
場
の
可
能
性

が
広
が
り
競
技
力
の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

水
産
行
政
に
つ
い
て

問
①
離
島
漁
業
再
生
支

援
事
業
が
進
ま
な
か
っ

た
理
由
は
何
か
。

答
B
C
P
の
発
動
に
よ

り
本
事
業
は
実
施
を
一

時
休
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。

問
②
船
揚
場
完
成
後
、

他
の
漁
業
者
に
も
公
平

に
利
用
さ
せ
る
べ
き
だ
。

答
優
先
利
用
計
画
後
に

施
設
管
理
上
の
支
障
が

な
い
場
合
、
他
の
漁
業

者
の
施
設
利
用
も
公
平

に
利
用
を
許
可
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
看
護
師
の

確
保
に
向
け
て

問
市
民
の
計
画
的
接
種

に
向
け
て
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
付
け
て
確
保

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

答
関
係
部
署
と
調
整
し

て
い
き
た
い
。

陸
上
自
衛
隊
那
覇
基
地

の
返
還
に
つ
い
て

問
来
年
は
沖
縄
返
還
50

年
。
経
済
発
展
高
い
陸

自
の
土
地
の
返
還
を
政

府
に
求
め
て
ほ
し
い
。

答
地
権
者
で
返
還
の
合

意
形
成
が
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
等
で
、
現
状
で

は
返
還
を
提
案
す
る
方

針
は
計
画
し
て
な
い
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

の
実
現
に
向
け
て

問
本
市
も
積
極
的
に
声

を
上
げ
て
ほ
し
い
が
。

答
国
の
第
5
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
で
は
、

国
民
の
意
見
や
国
会
議

論
の
動
向
を
注
視
し
、

司
法
判
断
を
踏
ま
え
検

討
を
進
め
る
と
さ
れ
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
支
援
児
童
数
が
増
え

て
い
る
発
達
障
が
い
通

級
指
導
教
室
を
、
市
内

4
地
域
に
設
置
を
求
め

て
き
た
。
対
応
を
伺
う
。

答
L
D
／
A
D
H
D
等

の
通
級
指
導
教
室
を
4

校
設
置
で
き
る
よ
う
県

に
要
請
し
た
。
現
在
、
回

答
待
ち
の
状
況
で
あ
る
。

公明党 
野原 嘉孝

なは立志会 
上里 直司

ニライ 
下地 敏男

ニライ 
平良 識子

日本共産党 
宮里 昇

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
を
踏
ま
え
て

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
事

業
内
容
に
つ
い
て
。

答
I
C
T
支
援
員
は
6

人
で
、
近
隣
校
の
9
校

に
つ
き
1
人
の
配
置
で

巡
回
し
て
い
く
予
定
。

市
営
住
宅
行
政

問
入
居
手
続
の
連
帯
保

証
人
制
度
に
つ
い
て
。

答
市
民
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
本
市
に
お
い

て
も
連
帯
保
証
人
に
関

す
る
規
定
を
削
除
す
る

方
向
で
取
り
組
み
た
い
。

鳥
堀
12
号
に
つ
い
て

問
①
朝
夕
の
交
通
量
が

多
く
通
学
路
で
あ
る
た

め
安
心
し
て
横
断
で
き

る
よ
う
信
号
機
設
置
の

要
望
が
あ
る
。
信
号
機

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
所
管
す
る
那
覇
警
察

署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

周
辺
の
信
号
機
器
シ
ス

テ
ム
の
調
整
を
経
て
、

2
月
末
に
稼
働
予
定
。

問
②
県
立
高
校
・
中
学

校
の
通
学
路
で
あ
る
が

以
前
か
ら
バ
ス
路
線
を

通
し
て
欲
し
い
と
の
要

望
が
あ
る
。
路
線
バ
ス

の
開
通
に
つ
い
て
。

答
那
覇
バ
ス
株
式
会
社

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
系

統
番
号
19
番
首
里
循
環

線
と
し
て
令
和
3
年
4

月
1
日
か
ら
運
行
開
始

予
定
と
し
て
認
可
申
請

等
を
進
め
て
い
る
。

公明党 
大浜 安史

生
活
保
護
申
請
の
壁
で

あ
る
親
族
へ
の
扶
養
照

会
は
や
め
る
べ
き

問
①
那
覇
市
の
生
活
保

護
率
は
、
2
0
2
1
年

1
月
で
40
パ
ー
ミ
ル
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。

保
護
申
請
を
躊
躇
さ
せ

る
扶
養
照
会
は
や
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
生
活
保
護
申
請
を
た

め
ら
う
方
が
お
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
マ

ス
コ
ミ
報
道
等
に
よ
り

承
知
し
て
い
る
。
親
族

に
援
助
で
き
な
い
か
を

確
認
す
る「
扶
養
照
会
」

に
つ
い
て
は
、
保
護
申

請
者
個
々
の
状
況
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
。

問
②
無
料
低
額
診
療
事

業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
県

民
の
命
綱
と
な
っ
て
い

る
。
活
用
状
況
と
事
業

の
周
知
を
問
う
。

答
無
料
低
額
診
療
事
業

は
、
社
会
福
祉
事
業
で

あ
る
。
実
施
し
て
い
る

医
療
施
設
は
県
内
で
は

8
か
所
あ
り
、
受
診
人

数
は
、
令
和
2
年
4
月

か
ら
令
和
3
年
1
月
末

で
延
べ
1
0
8
4
人
。

　
今
後
ま
す
ま
す
重
要

な
事
業
で
あ
り
、
こ
の

事
業
を
説
明
し
た
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
情
報
提

供
す
る
な
ど
周
知
し

た
い
。

日本共産党 
我如古 一郎

市
民
・
国
民
の
声
が
政

治
を
動
か
す
。
小
学
校

の
35
人
学
級
が
実
現

問
①
国
は
、
小
学
校
全

学
年
の
学
級
を
５
年
か

け
て
35
人
と
す
る
と
決

定
。
見
解
を
問
う
。

答
法
改
正
は
40
年
ぶ
り
、

望
ま
し
い
法
改
正
で
あ

る
。
将
来
的
に
は
30
人

が
適
当
と
す
る
意
見
が

日
本
P
T
A
全
国
協
議

会
等
か
ら
上
が
っ
て

い
る
。

問
②
少
人
数
学
級
の
実

施
で
非
正
規
教
員
の
正

規
化
を
問
う
。

答
こ
れ
ま
で
の
臨
時
的

任
用
教
員
が
今
回
の
法

改
正
で
、
加
配
定
数
か

ら
基
礎
定
数
に
な
る
、

本
務
教
員
を
充
て
る
方

向
で
調
整
し
て
い
る
。

問
③
教
員
の
長
時
間
労

働
の
実
態
に
つ
い
て
。

答
ひ
と
月
の
時
間
外
勤

務
が
一
番
長
い
人
は
小

学
校
で
1
5
7
時
間
31

分
、
中
学
校
で
1
9
2

時
間
41
分
。
ま
た
月
45

時
間
以
上
は
小
学
校

5
1
1
人
で
45
・
3
%
、

中
学
校
3
3
2
人
で
53

・
7
%
と
な
っ
て
い
る
。

問
④
コ
ロ
ナ
禍
、
学
校

の
手
洗
い
蛇
口
を
非
接

触
型
の
自
動
水
栓
に
。

答
コ
ロ
ナ
等
感
染
症
対

策
と
し
て
有
用
。
保
健

室
や
図
書
室
等
、
部
分

的
導
入
を
検
討
す
る
。

日本共産党 
上原 安夫

  

２
月
18
日
、
19
日
、
22
日
、
24
日
の
４
日
間
、

33
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
質
問
と
答
弁
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

  

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
（
録
画
中
継
）、
又
は
、
会
議

録
（
５
月
下
旬
掲
載
予
定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

インターネット
録画中継

会議録

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が
こ
こ
が

聞
き
た
い
！

聞
き
た
い
！
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佐
藤
惣
之
助
詩
碑
の
首

里
城
付
近
へ
の
移
設

問
昭
和
34
年
に
川
崎
市

か
ら
贈
ら
れ
、
首
里
城

内
に
設
置
さ
れ
詩
碑
は
、

首
里
城
再
建
の
際
、
虎

瀬
公
園
に
移
設
さ
れ
た
。

首
里
城
付
近
へ
の
移
設

を
求
め
る
陳
情
は
、
本

市
議
会
で
議
決
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
昨
年
12
月
に
移
設
工

事
の
制
限
付
一
般
競
争

入
札
を
実
施
し
た
が
応

札
者
が
な
く
、
契
約
に

至
ら
な
か
っ
た
。
予
算

繰
越
手
続
を
経
て
、
入

札
を
実
施
し
、
令
和
3

年
度
上
半
期
の
工
事
完

了
に
向
け
、
取
り
組
む
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園

問
障
が
い
の
あ
る
子
も

な
い
子
も
友
達
や
家
族

と
一
緒
に
遊
べ
る
公
園

が
地
域
に
必
要
。
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の
建

設
予
定
が
あ
る
か
伺
う
。

答
新
真
和
志
支
所
複
合

施
設
の
建
設
と
一
体
的

に
与
儀
公
園
の
再
整
備

を
計
画
し
て
お
り
、
公

園
事
業
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
国
へ
補
助

事
業
の
要
望
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
事
業

採
択
の
際
に
は
、
諸
条

件
の
整
理
は
必
要
だ
が
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
公

園
整
備
を
検
討
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て

問
①
経
済
的
損
失
は
。

答
2
0
2
0
年
県
内
の

需
要
減
少
合
計
は
、
対

前
年
比
約
6
4
8
2
億

円
と
推
計
。
入
域
観
光

客
数
は
前
年
比
約
63
%

減
で
3
7
3
万
6
6
0

0
人
、
観
光
消
費
額
試

算
値
は
前
年
比
約
63
%

減
で
2
7
2
0
億
円
。

問
②
施
政
方
針
の
「
子

ど
も
の
貧
困
問
題
は
、

感
染
症
の
し
わ
寄
せ
を

大
き
く
受
け
る
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
子
ど
も
食
堂
が
一
時

閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
ど
、
支
援
の
行
き

届
か
な
い
部
分
が
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
弁
当
や
食

料
を
配
達
す
る
な
ど
、

で
き
る
支
援
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
の
現
状
把

握
に
努
め
て
、
必
要
な

支
援
を
模
索
し
て
い
る
。

真
地
市
営
住
宅
建
替
え

問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
令
和
元
年
度
に
、
基

本
設
計
を
行
い
、
第
1

期
か
ら
第
4
期
に
分
け

建
替
え
す
る
計
画
。
今

年
度
は
第
1
期
の
実
施

設
計
を
進
め
、
3
年
度

か
ら
入
居
者
の
仮
移
転

を
開
始
し
、
建
物
の
解

体
工
事
に
着
手
予
定
。

第
1
期
工
事
終
了
後
、

順
次
第
2
期
以
降
の
工

事
に
着
手
予
定
で
、
完

成
は
15
年
度
の
予
定
。

学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

問
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
で
公
立
小
中
学
校
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が

義
務
化
さ
れ
る
。
市
の

現
状
と
対
応
は
。

答
令
和
2
年
5
月
1
日

時
点
の
文
部
科
学
省
バ

リ
ア
フ
リ
ー
調
査
で
、

本
市
公
立
小
中
学
校
校

舎
の
車
い
す
使
用
者
用

ト
イ
レ
の
整
備
状
況
は

96
・
2
%
、
校
舎
内
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
75
・

5
%
で
、
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
。
一
方
、

校
舎
外
部
ス
ロ
ー
プ
は

75
・
5
%
、
内
部
ス
ロ

ー
プ
は
56
・
6
%
で
、

全
国
平
均
を
下
回
る
。

　
実
施
中
の
改
築
事
業
、

改
築
予
定
の
な
い
施
設

も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
取
り
組
む
。

強
靱
化
計
画
と
自
治

問
策
定
中
の
市
国
土
強

靭
化
計
画
は
、
安
全
な

市
民
生
活
に
重
要
だ
が
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
総
合
計
画
よ
り
も

上
位
に
位
置
づ
け
る
事

例
が
あ
る
。
本
市
は
第

５
次
那
覇
市
総
合
計
画

を
、
市
民
と
行
政
が
協

働
し
議
会
が
議
決
し
て

策
定
す
る
最
上
位
計
画

と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、

自
治
の
観
点
か
ら
、
両

計
画
の
関
係
を
問
う
。

答
本
市
の
最
上
位
計
画

は
市
総
合
計
画
で
あ
る
。

無所属 
宮平 のり子

公明党 
翁長 俊英

無所属の会 
前泊 美紀

末
吉
公
園
の
石
畳
道
整

備
に
つ
い
て

問
末
吉
公
園
の
文
化
財

指
定
と
な
っ
て
い
る
石

畳
道
等
の
整
備
と
、
イ

リ
ヌ
カ
ー
、
ナ
カ
ヌ
カ

ー
、
ア
ガ
リ
ヌ
カ
ー
の

文
化
財
指
定
の
要
望
に

つ
い
て
伺
う
。

答
国
史
跡
の
範
囲
内
の

も
の
に
つ
い
て
は
国
・

県
と
調
整
し
、
そ
の
他

公
園
内
に
所
在
す
る
石

畳
道
は
関
連
部
署
と
連

携
し
て
調
整
す
る
。
今

後
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
文
化
財

調
査
審
議
委
員
の
意
見

を
伺
う
等
指
定
に
向
け

た
整
理
を
進
め
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て

問
祖
父
母
を
介
護
し
た

り
病
気
の
親
に
代
わ
っ

て
家
事
を
担
っ
て
い
る

子
供
達
や
若
者
を
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
呼
ぶ
が

本
市
に
お
い
て
も
調
査

す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
厚
生
労
働
省
が
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る

調
査
を
行
っ
て
お
り
、

那
覇
市
で
は
2
校
が
そ

の
調
査
に
協
力
し
て
い

る
。
今
後
、
本
件
の
調

査
報
告
を
確
認
し
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

の
調
査
方
法
や
教
職
員

の
学
ぶ
機
会
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

危
機
管
理
行
政

問
「
那
覇
市
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
」
策
定
後
、

実
施
予
定
の
施
策
の
早

期
整
備
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

答
今
年
度
か
ら
計
画
に

基
づ
き
実
施
さ
れ
る
取

組
に
対
し
、
国
は
補
助

金
等
の
交
付
判
断
に
当

た
り
重
点
配
分
・
優
先

採
択
を
行
う
た
め
、
よ

り
計
画
的
に
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

夜
間
中
学
校
の
設
置
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問
①
次
年
度
以
降
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
学
び
直
し
を
希
望
す

る
方
々
へ
の
学
習
機
会

提
供
の
本
市
施
策
へ
の

位
置
づ
け
、
分
教
室
や

本
市
独
自
の
支
援
教
室

な
ど
学
び
の
場
設
置
や

社
会
教
育
分
野
で
の
実

施
可
能
性
に
つ
い
て
の

検
討
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
②
次
年
度
に
向
け
て

設
置
可
能
性
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
設
置
可

能
性
を
検
討
す
る
な
ど
、

明
確
な
設
置
要
綱
を
作

成
し
検
討
し
て
み
て
は
。

答
県
と
の
連
携
や
市
町

村
間
の
連
携
の
在
り
方
、

本
市
施
策
へ
の
位
置
づ

け
、
分
教
室
や
本
市
独

自
の
支
援
教
室
等
に
つ

い
て
、
新
た
な
組
織
を

立
ち
上
げ
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
介

護
行
政
の
充
実
を

問
①
高
齢
者
施
設
で
、

陽
性
者
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
基
本
的
に
は
入
院
と

な
る
。
入
院
先
の
調
整

は
県
が
行
う
。
濃
厚
接

触
者
は
P
C
R
検
査
を

行
い
、
陽
性
の
場
合
は

入
院
調
整
と
な
る
。

問
②
介
護
事
業
所
へ
の

コ
ロ
ナ
対
策
が
必
要
。

答
通
所
系
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
希

望
者
を
対
象
に
、
無
料

で
P
C
R
検
査
を
2
月

下
旬
に
実
施
す
る
。
検

査
対
象
者
数
は
、
約

3
千
人
。
予
備
費
4
2

0
0
万
円
で
対
応
す
る
。

地
球
温
暖
化
対
策

問
市
の
自
転
車
利
用
率

は
４
%
、
全
国
平
均
16 

%
。
45
%
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
２０３０



年
ま
で

に
利
用
率
を
16
%
以
上

に
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。

答
2
0
2
2
度
策
定
の

市
自
転
車
推
進
計
画
で

利
用
率
の
目
標
を
検
討
。

学
校
給
食
の
地
産
地
消

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
立
場
か

ら
、
２０３０



年
ま
で

に
、
地
場
産
品
の
使
用

割
合
を
35
%
以
上
に
引

上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

答
県
内
の
地
場
産
品
の

利
用
促
進
に
努
め
、
利

用
率
の
積
上
げ
を
図
る
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

問
特
別
支
援
保
育
で
の

出
費
増
に
よ
り
事
業
者

の
運
営
に
支
障
が
出
る

と
予
測
さ
れ
る
が
対
応

を
伺
う
。

答
事
業
者
が
特
別
支
援

保
育
を
実
施
す
る
に
は
、

保
育
士
の
確
保
が
重
要
。

保
育
士
確
保
の
た
め
に

は
、
働
き
方
や
人
間
関

係
と
い
っ
た
環
境
改
善

や
、
給
与
等
の
処
遇
改

善
が
必
要
だ
が
、
本
市

単
独
で
補
助
の
増
額
は

財
源
面
で
課
題
が
あ

る
。
特
別
支
援
保
育
の

充
実
に
は
、
国
や
県
の

補
助
制
度
が
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
補
助
メ

ニ
ュ
ー
の
活
用
等
を
含

め
、
支
援
を
要
す
る
児

童
が
安
全
・
安
心
に
教

育
・
保
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
運
営
法
人

等
と
意
見
交
換
す
る
等

し
て
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

問
学
校
現
場
で
問
題
が

起
こ
っ
た
際
に
適
切
に

対
処
す
る
た
め
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
と
し
て
、

教
職
員
が
い
つ
で
も
閲

覧
で
き
る
事
例
集
を
作

成
し
て
は
ど
う
か
。

答
い
じ
め
問
題
に
対
し

て
精
度
の
高
い
対
応
に

つ
な
が
る
有
効
な
手
立

て
と
考
え
ら
れ
る
の
で

前
向
き
に
取
り
組
む
。

空
家
対
策
に
つ
い
て

問
①
管
理
不
全
で
周
辺

に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
特
定
空
家
の
状
況
は
。

答
11
件
の
う
ち
2
件
は

改
善
済
み
で
、
残
る
9

件
は
指
導
等
を
行
っ
て

い
る
。

問
②
周
辺
住
民
へ
の
危

険
性
や
衛
生
上
の
問
題

を
除
去
す
る
作
業
を
速

や
か
に
行
う
べ
き
で
は
。

答
緊
急
的
に
措
置
を
す

る
場
合
等
は
、
関
係
部

署
と
連
携
し
て
対
処
す

る
。
他
都
市
の
事
例
も

参
考
に
適
切
に
対
応
し

た
い
。

平
和
教
育
に
つ
い
て

問
対
馬
丸
記
念
館
の
運

営
存
続
へ
の
支
援
の
対

応
を
問
う
。

答
平
和
教
育
や
平
和
学

習
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
重
要
な
施
設
で

あ
る
。
対
馬
丸
記
念
会

か
ら
話
を
聞
き
、
ど
の

よ
う
な
対
応
が
で
き
る

の
か
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
朽
化
の
対
応
を
問
う
。

答
壺
川
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
令
和
3
年
度
に

耐
震
設
計
と
外
壁
改
修

設
計
、
令
和
4
年
度
に

改
修
工
事
を
実
施
予
定

で
あ
る
。
他
施
設
に
つ

い
て
も
、
築
年
数
や
現

状
を
踏
ま
え
必
要
な
整

備
を
行
っ
て
い
く
。

動
物
愛
護
行
政
に
つ
い

て問
動
物
愛
護
管
理
条
例

案
第
9
条
の
条
文
は
、

地
域
猫
に
餌
を
与
え
て

い
る
人
だ
け
に
責
任
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
が
、
あ
く
ま
で
も
市

と
地
域
住
民
、
愛
護
団

体
が
協
力
し
あ
い
、
地

域
の
皆
様
に
地
域
猫
に

つ
い
て
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
本
市
、
市
民
や
自
治

会
、
動
物
愛
護
団
体
な

ど
と
の
連
携
協
力
の
も

と
、
動
物
の
適
正
飼
養

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
な
ど
を
通
し

て
、
広
く
市
民
へ
周
知

広
報
に
務
め
る
。

下
水
道
行
政
に
つ
い
て

問
①
本
市
に
あ
る
ご
当

地
マ
ン
ホ
ー
ル
の
種
類

と
設
置
数
は
。

答
う
ふ
シ
ー
サ
ー
、
花

笠
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
、

オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
、
首
里

織
の
5
種
類
の
デ
ザ
イ

ン
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
4
8
1
基
を

設
置
し
て
い
る
。

問
②
市
制
1
0
0
周
年

記
念
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン

ホ
ー
ル
を
作
成
・
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

答
1
0
0
周
年
記
念
事

業
の
1
つ
と
し
て
、
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、

庁
内
で
調
整
し
た
い
。

公明党 
喜舎場 盛三

なは立志会 
小波津 潮

日本共産党 
湧川 朝渉

ニライ 
永山 盛太郎

公明党 
糸数 昌洋

市民のこころ 
新崎 進也
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恒
久
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
「
な
ぐ
や
け
」
誘

導
整
備
事
業
に
つ
い
て

問
①
概
要
を
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
案
内
板
等

が
な
く
、
設
置
場
所
が

分
か
り
づ
ら
い
と
の
声

も
あ
り
、
旭
ヶ
丘
公
園

内
に
誘
導
サ
イ
ン
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
②
対
馬
丸
記
念
館
の

誘
導
サ
イ
ン
や
案
内
表

示
板
の
よ
う
に
、
公
園

外
で
も
「
な
ぐ
や
け
」

の
存
在
が
周
知
で
き
る

よ
う
な
誘
導
サ
イ
ン
の

設
置
は
で
き
な
い
か
見

解
を
伺
う
。

答
公
園
外
に
つ
い
て
は

予
算
の
面
、
調
整
す
る

機
関
も
多
く
な
る
の
で

確
認
を
し
て
い
き
た
い
。

自
転
車
等
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

問
①
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
で
こ
れ
ま
で
と
大

き
く
異
な
る
点
は
何
か
。

答
市
の
責
務
、
利
用
者

の
責
務
を
明
確
に
し
、

放
置
防
止
重
点
区
域
の

指
定
に
よ
り
直
ち
に
撤

去
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

問
②
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
周

辺
や
道
路
は
県
管
理
、

国
管
理
の
場
合
が
あ
る

が
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

答
相
互
に
協
力
す
る
事

と
し
、
各
管
理
者
と
対

応
方
法
に
つ
い
て
調
整

を
進
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新

た
な
働
き
方
に
つ
い
て

問
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
組
に
よ
っ
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
那
覇
市
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

答
本
市
の
優
位
性
や
強

み
を
最
大
限
に
生
か
し

て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
を
図
る
こ
と
で
、

経
済
の
回
復
や
発
展
に

資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に

つ
い
て

問
12
月
定
例
会
に
お
い

て
提
言
し
た
身
体
的
・

精
神
的
・
社
会
的
に
良

好
な
状
態
に
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
概
念
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
施
政

方
針
に
取
り
入
れ
た
意

義
と
今
後
の
市
政
運
営

に
ど
う
生
か
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

答
議
員
に
紹
介
を
し
て

い
た
だ
い
た
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
と
い
う
言
葉

は
、
今
の
こ
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
一
人
一
人

の
心
の
豊
か
さ
に
重
き

を
置
く
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
と
い
う
こ
と
を
意

識
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
局
面
で
こ
れ
ま

で
以
上
に
市
民
の
皆
様

の
幸
福
感
を
大
切
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
留
意

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

地
域
猫
実
施
を
求
め
る

問
飼
い
主
の
い
な
い
猫

が
ど
こ
で
ど
ん
な
生
き

方
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、

つ
ま
り
、
猫
と
の
共
生

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

共
生
の
た
め
の
活
動
に

力
を
入
れ
る
こ
と
で
、

結
果
的
に
殺
処
分
や
収

容
数
が
減
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
那

覇
の
取
組
も
、
共
生
に

力
点
を
置
く
時
期
が
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

県
内
で
も
広
が
っ
て
き

た
地
域
猫
の
活
動
に
つ

い
て
、
本
市
の
検
討
の

進
捗
を
問
う
。

答
地
域
猫
活
動
は
、
地

域
が
主
体
と
な
り
、
地

域
に
お
け
る
合
意
形
成

の
も
と
、
不
妊
去
勢
手

術
の
実
施
、
餌
や
り
並

び
に
糞
尿
の
清
掃
等
が

行
わ
れ
、
長
期
間
に
わ

た
り
適
切
な
管
理
が
必

要
と
さ
れ
る
も
の
で
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
対

策
の
一
つ
の
手
法
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
動
物
の
適
正
飼

養
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
す
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
中
で
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
関

す
る
様
々
な
手
法
に
つ

い
て
、
地
域
猫
活
動
を

含
め
、
本
市
に
即
し
た

内
容
と
な
る
よ
う
、
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

防
災
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政

策（
避
難
所
）に
つ
い
て

問
①
避
難
所
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
確
保
の
取
組
。

答
1
家
族
4
名
に
1
張

の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
簡

易
テ
ン
ト
を
整
備
中
。

問
②
全
避
難
所
へ
簡
易

ベ
ッ
ド
の
設
置
を
求
め

て
き
た
。
取
組
を
問
う
。

答
簡
易
テ
ン
ト
1
張

（
家
族
4
人
）
に
シ
ン

グ
ル
ベ
ッ
ド
1
台
配
置
。

問
③
ス
フ
ィ
ア
基
準
で

は
ベ
ッ
ド
は
1
人
1
台

で
あ
り
、
計
画
が
必
要
。

答
飛
沫
回
避
や
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の

防
止
な
ど
有
効
性
が
高

く
、
整
備
を
進
め
る
。

問
④
指
定
避
難
所
の
ト

イ
レ
が
ス
フ
ィ
ア
基
準

（
女
性
用
3
対
男
性
1
）

で
必
要
数
と
配
置
数
は
。

答
各
学
校
体
育
館
で
女

性
用
9
と
男
性
用
3
の

12
基
が
必
要
だ
が
女
性

用
3
と
男
性
用
2
の
み
。

問
⑤
ト
イ
レ
を
増
や
し
、

基
準
を
満
た
す
計
画
を
。

答
基
準
を
目
安
に
避
難

所
の
質
の
向
上
を
図
る
。

第
一
牧
志
公
設
市
場
の

W
i
‒F
i
設
置
と
活
用

問
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

答
機
器
の
増
設
や
設
置

場
所
の
見
直
し
を
検
討

中
。
新
市
場
で
も
安
心

し
て
繋
が
る
環
境
を
整

備
す
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
濃
厚
接
触
者
疑
惑
を

理
由
と
し
た
古
蔵
中
成

人
式
典
中
止
に
つ
い
て

問
中
止
原
因
を
ど
の
よ

う
に
検
証
、
総
括
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

答
中
止
を
知
ら
ず
会
場

に
集
ま
っ
た
新
成
人
等

へ
実
行
委
員
会
と
と
も

に
事
情
を
説
明
す
る
等

の
支
援
が
必
要
だ
っ
た

と
考
え
反
省
し
て
い
る
。

新
成
人
の
思
い
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
寄
り

添
い
、
実
行
委
員
会
と

と
も
に
成
人
式
の
代
替

開
催
が
で
き
る
よ
う
関

わ
っ
て
い
き
た
い
。

漫
湖
公
園
活
性
化
に
向

け
て
の
検
討
調
査

問
調
査
の
進
捗
状
況
及

び
今
後
の
取
組
。

答
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
に
加
え
、

地
域
関
係
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
及
び
公
園
利
用

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
令
和
6
年
度
に

公
園
協
議
会
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。

都
市
計
画
道
路
古
波
蔵

上
線
の
整
備
に
つ
い
て

問
進
捗
状
況
及
び
今
後

の
取
組
を
伺
う
。

答
現
地
測
量
、
道
路
設

計
、
地
質
調
査
等
を
行

う
詳
細
設
計
業
務
を
進

め
て
い
る
。
3
回
目
の

住
民
説
明
会
は
今
年
度

内
に
は
開
催
し
た
い
。

無
電
柱
化
に
つ
い
て

問
本
市
の
無
電
柱
化
の

整
備
状
況
を
伺
う
。

答
平
成
3
年
度
か
ら
無

電
柱
化
事
業
に
着
手
し
、

令
和
元
年
度
末
ま
で
に

整
備
完
了
し
た
路
線
延

長
は
、
那
覇
市
内
全
体

で
約
56
㎞
で
あ
り
、
そ

の
内
、
市
道
は
約
15
㎞
。

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

問
①
障
が
い
者
の
自
動

車
運
転
免
許
取
得
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答
運
転
免
許
の
取
得
費

の
内
、
10
万
円
を
上
限

に
助
成
す
る
事
業
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
が

対
象
。

問
②
助
成
の
実
績
は
。

答
過
去
5
年
間
で
申
請

53
人
。免
許
取
得
し
、助

成
決
定
し
た
方
は
30
人
。

問
③
高
速
道
路
の
料
金

割
引
制
度
に
つ
い
て
。

答
通
常
料
金
の
半
額
が

割
引
と
な
る
。
令
和
2

年
度
は
1
月
末
時
点
で

5
9
5
件
の
受
付
。

所
有
者
不
明
土
地
に
つ

い
て

問
本
市
の
現
状
を
伺
う
。

答
本
市
が
管
理
す
る
所

有
者
不
明
墓
地
等
は
、

令
和
3
年
2
月
時
点
で

5
5
7
筆
、
県
が
管
理

す
る
所
有
者
不
明
宅
地

等
は
、
4
2
6
筆
。
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雨
で
も
遊
べ
る
公
園
を

問
那
覇
市
の
公
園
に
大

型
屋
根
、
大
型
テ
ン
ト

を
設
置
し
て
頂
き
た
い
。

答
雨
や
日
差
し
を
し
の

げ
る
大
型
の
屋
根
つ
き

テ
ン
ト
は
、
夏
の
暑
さ

対
策
、
ス
コ
ー
ル
な
ど
、

ま
た
災
害
時
へ
の
対
応

な
ど
公
園
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
と
な
り
、

公
園
利
用
の
促
進
に
も

繋
が
る
良
い
取
組
と
考

え
て
い
る
。今
後
、設
置

場
所
や
設
置
基
準
の
検

討
、
関
係
法
令
の
確
認
、

先
進
事
例
等
の
調
査
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

保
育
士
へ
の
支
援
を

問
３
事
業
（
保
育
体
制

強
化
事
業
及
び
年
休
取

得
等
支
援
、
休
憩
取
得

支
援
）
を
、
認
可
外
園

や
非
対
象
の
園
へ
の
拡

大
、
拡
充
を
提
案
す
る
。

答
認
可
外
保
育
施
設
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

補
助
が
望
ま
し
い
の
か
、

現
場
の
皆
様
と
意
見
交

換
を
し
て
い
き
た
い
。

交
通
・
物
流
の
支
援
を

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

交
通
・
物
流
関
連
産
業

へ
の
支
援
、
貸
切
バ
ス

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
拡
充
す
べ
き
。

答
関
係
団
体
等
か
ら
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
国
や

県
の
施
策
等
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

歴
史
的
景
観
の
保
全

問
首
里
金
城
町
・
大
ア

カ
ギ
周
辺
の
保
全
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
大
ア
カ
ギ
は
首
里
城

周
辺
の
文
化
財
と
し
て

多
く
の
観
光
客
が
来
訪

す
る
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
大
ア
カ
ギ
周
辺
の

土
が
来
訪
者
に
踏
み
し

め
ら
れ
る
こ
と
で
、
土

壌
が
締
め
固
め
ら
れ
、

根
の
育
成
環
境
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
ア
カ
ギ
周

辺
の
土
壌
の
保
護
と
と

も
に
、
来
訪
客
の
受
入

れ
体
制
の
強
化
と
し
て

木
道
整
備
を
行
う
計
画

で
あ
る
。
今
年
度
は
実

施
設
計
を
進
め
、
令
和

3
年
度
に
木
道
整
備
工

事
を
行
い
ま
す
。

老
朽
化
保
育
所
増
改
築

等
事
業
に
つ
い
て

問
い
し
だ
丘
保
育
園
、

長
田
保
育
園
が
休
園
に

な
ら
な
い
建
て
替
え
方

法
な
の
か
伺
う
。

答
い
し
だ
丘
保
育
園
に

つ
い
て
は
、
近
隣
の
土

地
に
新
園
舎
を
建
設
し
、

長
田
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
既
存
敷
地
の
園
庭

に
新
園
舎
を
建
設
す
る

計
画
で
進
め
て
い
る
。

　
当
該
2
園
と
も
既
存

園
舎
で
保
育
運
営
を
継

続
し
つ
つ
、
工
事
完
了

後
に
移
転
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
権
利
擁
護

問
①
高
齢
者
施
設
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
権
利
擁
護
の
た
め

頑
張
っ
て
き
た
「
一
般

社
団
法
人
市
民
介
護
相

談
員
な
は
」
が
本
年
度

で
活
動
を
終
え
る
。

　
次
年
度
予
算
に
、
引

き
続
き
介
護
相
談
員
派

遣
事
業
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
第
三

者
の
視
点
を
入
れ
る
取

組
に
つ
い
て
、
本
市
の

今
後
の
考
え
を
伺
う
。

答
今
後
も
継
続
し
て
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
次
年
度
以

降
は
「
市
民
介
護
相
談

員
な
は
」
の
第
三
者
の

視
点
を
入
れ
る
活
動
の

趣
旨
を
生
か
し
、
事
業

所
向
け
研
修
や
そ
の
他

手
法
を
検
討
し
た
い
。

問
②
15
年
の
活
動
か
ら

施
策
へ
反
映
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る
か
伺
う
。

答
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
対
象
に
し
た
研

修
や
、
市
内
全
て
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
を
対
象
と
し
た
集
団

指
導
に
お
い
て
、
虐
待

防
止
研
修
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
、
新
規
事
業

で
出
前
講
座
を
3
月
に

実
施
す
る
予
定
。
次
年

度
以
降
も
、
同
法
人
の

活
動
内
容
の
趣
旨
を
生

か
し
な
が
ら
、
研
修
等

の
充
実
に
努
め
た
い
。

自民党 
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長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍

で
子
育
て
支
援
充
実
を

問
①
子
育
て
中
の
親
子

を
守
る
支
援
が
必
要
。

答
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
と
し
て
、
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
9
か
所
、
つ
ど
い
の

広
場
を
10
か
所
、
計
19

か
所
で
実
施
。

問
②
支
援
事
業
拡
充
を
。

答
地
域
の
公
民
館
や
自

治
会
集
会
所
、
保
育
所
、

児
童
ク
ラ
ブ
及
び
公
園

等
へ
出
向
く
出
前
支
援

を
、
現
在
の
10
か
所
か

ら
次
年
度
は
21
か
所
に

拡
充
す
る
。

国
保
行
政
の
充
実
を

問
世
田
谷
区
で
は
、「
同

性
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
も
、

傷
病
手
当
金
遺
族
申
請

が
可
能
。
見
解
を
問
う
。

答
今
後
、
研
究
す
る
。

福
祉
行
政
の
充
実
を

問
コ
ロ
ナ
禍
の
福
祉
事

業
所
へ
の
取
組
を
問
う
。

答
市
内
の
全
て
の
事
業

所
に
市
独
自
の
応
援
金

を
98
%
交
付
し
た
。

新
真
和
志
支
所
の
複
合

施
設
に
つ
い
て

問
関
係
者
の
要
望
を
取

り
入
れ
る
べ
き
。

答
1
月
7
日
関
係
者
か

ら
要
望
等
を
聴
取
し
た
。

那
覇
市
制
百
周
年
事
業

問
福
祉
と
の
連
携
を
。

答
就
労
継
続
支
援
所
や

福
祉
作
業
所
へ
も
発
注

す
る
。

松
山
公
園
内
の
状
況

問
①
隣
接
駐
車
場
を
市

民
開
放
し
て
い
る
の
か
。

答
久
米
崇
聖
会
の
理
事

長
か
ら
10
台
を
確
保
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
②
公
園
用
駐
車
場
の

看
板
は
設
置
し
て
い
な

い
の
か
。

答
看
板
な
ど
は
設
置
し

て
い
な
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
取
組
に
つ
い
て

問
企
画
調
整
課
は
、
昨

年
10
月
の
那
覇
市
個

別
施
設
計
画
策
定
基

本
方
針
に
「
Z
E
B
、

Z
E
H
、
E
S
C
O
、

コ
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
省

エ
ネ
化
に
留
意
」
と
策

定
し
た
の
か
。

答
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

問
①
防
災
危
機
管
理
監

の
配
置
に
つ
い
て
。

答
防
災
危
機
管
理
監
の

配
置
は
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

問
②
劣
化
し
た
避
難
標

識
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
令
和
3
年
度
に
整
備

す
る
計
画
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
に
つ

い
て

問
運
転
代
行
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
活
用
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
困
っ
て
い
る
保
護
者

へ
の
支
援

問
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が

激
減
し
、
制
服
代
や
文

具
代
を
捻
出
で
き
ず
悩

む
保
護
者
へ
の
支
援
策

を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

答
就
学
援
助
の
審
査
要

件
を
緩
和
し
た
要
綱
を

新
た
に
制
定
し
、
こ
れ

ま
で
に
17
人
認
定
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
体
制

問
①
ひ
と
り
親
家
庭
か

ら
の
直
近
の
生
活
相
談

対
応
件
数
を
伺
う
。

答
令
和
元
年
度
5
3
6

件
、
今
年
度
は
1
月
末

現
在
で
6
8
0
件
。

問
②
関
係
機
関
と
連
携

し
、
総
合
的
な
支
援
体

制
が
と
れ
て
い
る
か
。

答
関
係
部
局
、
那
覇
市

母
子
寡
婦
福
祉
会
、
沖

縄
県
母
子
寡
婦
連
合
会
、

那
覇
市
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
協
議
会
等
と
連

携
を
図
っ
て
い
る
。

母
校
へ
慰
霊
碑
建
立
を

問
対
馬
丸
に
乗
船
し
、

犠
牲
と
な
っ
た
子
供
達

の
母
校
２
校
に
、
鎮
魂

及
び
平
和
教
育
の
観
点

か
ら
、
慰
霊
碑
を
建
立

し
て
は
ど
う
か
。

答
関
係
小
学
校
等
の
意

見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
取
組
が
で

き
る
か
考
え
る
。

性
の
多
様
性
の
尊
重
を

問
公
的
書
類
の
不
必
要

な
性
別
欄
を
見
直
し
、

撤
廃
す
る
取
組
を
伺
う
。

答
3
7
1
件
の
書
類
の

う
ち
、
性
別
欄
削
除
済

み
45
件
、
削
除
可
能
・

削
除
予
定
1
2
1
件
、

不
可
2
0
1
件
、
今
後

検
討
4
件
。

ブ
ラ
ッ
ク
校
則
見
直
し

問
人
権
問
題
、
校
則
見

直
し
の
取
組
を
問
う
。

答
行
き
過
ぎ
た
校
則
や

現
行
の
校
則
の
内
容
を

確
認
し
、
検
討
・
見
直

し
を
行
う
よ
う
校
長
と

教
頭
の
連
絡
会
、
生
徒

指
導
主
事
連
絡
協
議
会

で
周
知
し
て
い
る
。

盲
導
犬
等
の
拒
否
問
題

問
店
舗
同
伴
利
用
拒
否

を
な
く
す
た
め
に
、
盲

導
犬
等
の
正
し
い
理
解
、

障
害
者
差
別
解
消
法
等

の
周
知
の
取
組
を
問
う
。

答
理
解
を
深
め
る
た
め

の
取
組
を
進
め
る
。

石
嶺
町
の
浸
水
解
消
を

問
私
は
2
0
1
3
年
6

月
定
例
会
で
石
嶺
町
4

丁
目
の
浸
水
写
真
と
市

民
の
声
を
示
し
浸
水
解

消
策
を
求
め
た
。
取
組

と
上
部
活
用
へ
ト
イ
レ

付
公
園
設
置
を
問
う
。

答
約
19
億
8
千
万
円
の

雨
水
調
整
池
本
体
工
事

に
着
手
、
3
月
末
で
約

5
割
完
了
予
定
。
公
園

整
備
は
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種

問
接
種
率
を
上
げ
る
た

め
の
那
覇
市
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

答
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性

や
効
果
に
関
す
る
正
確

か
つ
迅
速
な
情
報
の
提

供
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
接
種
会
場
の
確
保
等

が
考
え
ら
れ
る
。
告
知

方
法
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
S
N
S
、
市
民

の
友
等
を
活
用
す
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。

真
嘉
比
遊
水
地
の
沖
縄

県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着

陸
訓
練
概
要
に
つ
い
て

問
非
常
時
に
市
民
・
県

民
の
命
を
守
る
手
段
は

多
い
方
が
良
い
が
、
新

病
院
建
設
で
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
造
ら
な
い
方
向
に

あ
る
。
命
を
守
る
た
め

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
着

陸
場
を
考
え
た
い
が
訓

練
を
通
し
て
の
課
題
は
。

答
課
題
は
、
安
全
管
理

に
必
要
な
ポ
ン
プ
隊
の

進
入
が
困
難
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
進
入
・
離
脱
時

に
予
測
で
き
な
い
鉛
直

方
向
の
風
が
発
生
す
る

可
能
性
、
大
雨
の
後
に

は
地
面
の
ぬ
か
る
み
に

よ
り
着
陸
時
に
機
体
が

沈
ん
で
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

なはのみらい 
坂井 浩二

日本共産党 
古堅 茂治

自民党 
吉嶺 努

日本共産党 
西中間 久枝

自民党 
大山 孝夫

新
栄
通
り
（
サ
ン
ラ
イ

ズ
な
は
）
の
課
題

問
認
識
と
対
応
は
。

答
ア
ー
ケ
ー
ド
の
老
朽

化
や
街
灯
の
不
具
合
、

商
品
等
の
は
み
出
し
行

為
、
車
両
の
進
入
が
多

い
こ
と
、
路
上
で
た
む

ろ
し
て
飲
酒
す
る
迷
惑

行
為
が
あ
る
こ
と
を
、

日
頃
の
話
合
い
の
中
で

聞
き
及
ん
で
い
る
。

　
商
店
街
と
し
て
実
施

し
た
い
取
組
が
あ
れ
ば
、

相
談
に
乗
り
な
が
ら
、

で
き
得
る
支
援
が
な
い

か
検
討
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
自
治

会
へ
の
支
援

問
①
金
銭
的
な
支
援
は
。

答
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
支
援
策
な
ど

が
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
の

活
用
を
検
討
し
た
い
。

問
②
那
覇
市
独
自
の
検

討
も
行
う
の
か
。

答
自
治
会
活
動
は
地
域

の
市
民
活
動
の
根
幹
な

の
で
、
国
の
支
援
も
含

め
な
が
ら
那
覇
市
で
で

き
る
こ
と
が
あ
る
の
か

検
討
を
進
め
た
い
。

新
都
心
公
園
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス

問
破
損
へ
の
対
応
は
。

答
今
年
度
よ
り
4
年
計

画
で
、
現
在
の
ブ
ロ
ッ

ク
タ
イ
プ
か
ら
現
場
打

ち
タ
イ
プ
の
ゴ
ム
チ
ッ

プ
舗
装
へ
改
修
工
事
を

進
め
て
い
る
。

宮
城
自
治
会
館
前
排
水

路
の
修
繕

問
排
水
路
の
蓋
が
老
朽

化
し
て
、
数
か
月
前
か

ら
通
れ
な
い
。
地
域
の

方
か
ら
ど
の
よ
う
な
要

望
が
あ
り
、
ど
う
い
う

形
で
、
い
つ
ま
で
に
整

備
す
る
の
か
伺
う
。

答
当
該
排
水
路
に
面
す

る
道
路
は
、
車
両
の
往

来
が
激
し
く
車
道
上
の

歩
行
が
危
険
で
あ
る
こ

と
、
当
該
排
水
路
周
辺

が
地
域
の
憩
い
の
場
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
修

繕
を
求
め
る
要
望
を
受

け
て
お
り
、
従
来
ど
お

り
、
歩
行
者
が
通
行
で

き
る
よ
う
次
年
度
、
早

期
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋

の
修
繕
を
行
い
た
い
。

保
育
士
の
処
遇
改
善

問
県
外
か
ら
保
育
士
を

呼
び
込
む
よ
う
な
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

答
県
外
在
住
の
保
育
士

を
積
極
的
に
確
保
す
る

こ
と
は
、
保
育
士
不
足

解
消
の
有
効
な
手
段
の

一
つ
だ
と
考
え
て
お
り
、

次
年
度
、
試
行
的
な
取

組
と
し
て
県
外
か
ら
市

内
保
育
士
施
設
等
に
就

労
し
た
保
育
士
の
渡
航

に
要
し
た
費
用
、
航
空

運
賃
の
一
部
を
支
援
す

る
新
規
事
業
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。

ニライ 
清水 磨男

無所属 
上原 快佐

5
月
20
日
の
市
制
1
0
0
周
年
の
ち
ょ

う
ど
1
0
0
日
前
と
な
る
2
月
9
日
に
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
な
か

で
沖
縄
工
業
高
等
学
校
情
報
電
子
科
の
生

徒
8
名
で
製
作
し
た
残
歴
板
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

残
暦
板
は
、
本
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
役
所
に
お
越
し

の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
!

去
る
3
月
22
日
、
厚
生

経
済
常
任
委
員
会
と
都
市
建

設
環
境
常
任
委
員
会
の
合
同

で
、
那
覇
文
化
芸
術
劇
場
な

は
ー
と
建
設
及
び
周
辺
環
境

整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

5
月
末
完
成
予
定
の
な

は
ー
と
の
内
部
や
周
辺
道

路
拡
幅
の
状
況
な
ど
、
担

当
課
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

な
は
ー
と
及
び
そ
の
周
辺
整
備
の
進
捗
状
況
を
現
場
視
察

な
は
ー
と
及
び
そ
の
周
辺
整
備
の
進
捗
状
況
を
現
場
視
察

沖
縄
工
業
高
校
の
生
徒
が

沖
縄
工
業
高
校
の
生
徒
が

市
制
1
0
0
周
年
の
残
暦
板
を
製
作

市
制
1
0
0
周
年
の
残
暦
板
を
製
作
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那
覇
市
議
会
議
員
及
び
那
覇

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
、

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
公
費

負
担
を
規
定
し
、
併
せ
て
選
挙

運
動
用
自
動
車
及
び
ポ
ス
タ
ー

の
公
費
負
担
の
上
限
を
引
き
上

げ
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
１
つ
の

条
例
に
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
、

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、
市
議
選
挙
運
動

用
ビ
ラ
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
、
法
令
で
市
は
一
律

４
０
０
０
枚
と
規
定
さ
れ
て
い

る
、
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

別
の
委
員
か
ら
、
選
挙
運
動

用
自
動
車
の
限
度
額
の
微
増
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か

ら
、
法
令
で
上
限
額
の
変
更
を

受
け
同
額
と
し
た
、
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

那
覇
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
、
自
転
車
等
の

駐
車
場
整
備
、
看
板
の
設
置
等

の
予
算
措
置
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
当
局
か
ら
、
令
和
３
年

度
の
予
算
要
求
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
必
要
な
も
の
を
確
認
後
、

予
算
要
求
し
て
い
き
た
い
、
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

別
の
委
員
か
ら
、
保
管
等
の

費
用
負
担
、
ま
た
全
国
と
の
比

較
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
当

局
か
ら
、
中
核
市
と
九
州
地
区

の
主
な
県
庁
所
在
地
を
対
象

に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
自
転

車
は
約
１
０
０
０
円
、
原
付

は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
ば
ら
つ

き
が
あ
っ
た
。
本
市
で
は
撤
去

す
る
際
の
費
用
で
算
定
し
、
自

転
車
は
１
０
０
０
円
、
原
付
は

４
０
０
０
円
を
予
定
し
て
い
る
、

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

那
覇
市
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
等
、
６

件
の
議
案
に
つ
い
て
、
当
局
か

ら
、
厚
生
労
働
省
令
の
改
正
に

伴
い
こ
れ
に
対
応
す
る
条
例
の

規
定
を
整
理
す
る
等
で
あ
る
、

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、
特
に
会
議
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
う
た
わ

れ
て
い
る
が
、
条
例
改
正
後
、

環
境
整
備
等
の
対
応
は
予
算
措

置
を
含
め
て
行
っ
て
い
く
の

か
、
と
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か

ら
、
テ
レ
ビ
電
話
等
を
使
っ
て

の
会
議
開
催
も
可
能
と
す
る
の

が
今
回
の
改
正
と
な
っ
て
い
る
、

事
業
所
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
以
降
、
国
の
補
助
金
等

が
あ
れ
ば
活
用
し
て
い
き
た
い
、

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

那
覇
市
新
文
化
芸
術
発
信
拠

点
施
設
建
設
工
事
（
建
築
）
の

工
期
延
長
に
つ
い
て
、
当
局

か
ら
、
磁
気
探
査
に
よ
る
異

常
点
の
確
認
探
査
作
業
、
地

下
埋
設
物
の
撤
去
作
業
、
追
加

敷
地
の
外
構
工
事
等
が
生
じ
た

た
め
、
工
期
を
令
和
３
年
５
月

31
日
ま
で
延
長
し
、
諸
経
費

２
３
３
６
万
円
を
増
額
変
更
す

る
。
変
更
後
の
請
負
代
金
額
は

78
憶
６
２
４
７
万
円
と
な
る
、

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、
地
下
埋
設
物(

既

設
基
礎
の
一
部)

に
つ
い
て
事

前
に
把
握
し
て
い
た
か
質
疑
が

あ
り
、
当
局
か
ら
、
把
握
し
て

お
り
、
そ
れ
を
よ
け
て
施
工
す

る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
て
い

た
が
、
施
工
者
と
協
議
し
た
結

果
、
干
渉
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
、
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
補
正
予
算
審
査

当
局
か
ら
、歳
入
予
算
の
う
ち
、

法
人
市
民
税
が
、企
業
業
績
の
悪

化
に
よ
り
、１
億
２
７
６
３
万
円

の
減
、と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、今
年
度
の
法
人
・

個
人
市
民
税
の
徴
収
猶
予
の
申

請
件
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
、１
月
末
現
在
７
９
５

件（
法
人
３
９
０
件・個
人
４
０
５

件
）と
な
って
い
る
。今
回
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
る
特
例
で
、こ
れ
ま
で

に
な
い
申
請
件
数
で
あ
る
、と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
審
査

当
局
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
市
民
生

活
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
、課
題

に
対
し
て
必
要
な
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、子
ど
も
政
策
、公

共
施
設
の
更
新
、社
会
保
障
費
の

増
な
ど
、喫
緊
の
課
題
に
対
処
す

る
た
め
、事
業
の
重
要
度
や
優
先

度
を
検
証
し
予
算
編
成
を
行
っ

た
。そ
の
結
果
、歳
入
歳
出
と
も
に

１
６
１
０
億
１
７
０
０
万
円
、前

年
度
比
34
億
２
０
０
０
万
円
、2・

2
％
の
増
と
な
り
過
去
最
高
額
で

あ
る
、と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、
財
政
調
整
基
金

の
推
移
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
、
平
成
30
年
度
決
算

で
残
高
が
54
億
円
、
令
和
元
年

度
53
億
円
と
推
移
し
、
令
和
２

年
度
31
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

そ
の
う
ち
、令
和
３
年
度
当
初
予

算
へ
17
億
円
を
取
り
崩
し
、
残
額

は
13
億
円
余
り
と
な
る
、
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
補
正
予
算
審
査　

当
局
か
ら
、水
道
事
業
収
益
は

８
億
８
６
９
８
万
円
減
額
し
、補

正
後
の
額
は
75
億
３
４
９
万
円

と
な
る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
支
援
策
と
し

て
、水
道
料
金
の
減
免
を
行
っ
た

こ
と
や
有
収
水
量
が
減
少
し
た
こ

と
に
伴
う
水
道
料
金
の
減
額
に
よ

る
も
の
で
あ
る
、と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

委
員
か
ら
、有
収
水
量
が
減
っ

た
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
、観
光
、飲
食
業
等
の

水
需
要
が
減
っ
て
お
り
、令
和
元

年
度
に
比
べ
5
・
4
％
の
減
少
と

な
っ
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は

大
き
い
、と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

同
委
員
か
ら
、水
道
料
金
を
軽

減
し
た
世
帯
数
や
そ
の
額
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、当
局
か
ら
、基
本

料
金
の
免
除
は
、16
万
７
０
０
０

世
帯
、４
億
６
５
０
０
万
円
余
り

で
あ
る
、と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
審
査

当
局
か
ら
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
推
進

検
討
事
業
に
つ
い
て
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備

計
画
作
成
や
導
入
に
伴
う
路
線
バ

ス
影
響
調
査
な
ど
を
行
う
た
め
、

６
３
７
２
万
円
を
計
上
し
て
い

る
、と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
計
画

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、当
局
か

ら
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
事
業
の
具
体
的

内
容
や
、資
金
計
画
、ル
ー
ト
、収

支
採
算
性
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
を
策
定
す
る
、と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
補
正
予
算
審
査　

当
局
か
ら
、子
供
の
貧
困
緊
急

対
策
事
業
に
つ
い
て
、児
童
館
に
お

い
て
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
の
居

場
所
２
か
所
の
う
ち
１
か
所
が
、

今
年
度
か
ら
閉
所
し
た
こ
と
に
よ

り
、２
５
３
万
円
を
減
額
補
正
す

る
、と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、１
か
所
減
に
な
っ
た

理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、当

局
か
ら
、子
ど
も
の
居
場
所
事
業

は
、児
童
館
の
指
定
管
理
者
が
自

主
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、

壺
屋
児
童
館
の
指
定
管
理
者
の

公
募
を
２
度
行
っ
た
が
応
募
が
な

く
、今
年
度
か
ら
直
営（
市
の
運

営
）と
な
っ
た
た
め
、と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
審
査

当
局
か
ら
、子
供
の
貧
困
緊
急

対
策
事
業
に
つ
い
て
、当
初
予
算

額
は
１
億
５
９
２
４
万
円
、対
前

年
度
比
５
８
４
万
円
3・8
％
の

増
で
あ
る
、と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、子
ど
も
の
居
場
所

事
業
に
つ
い
て
、市
内
38
か
所
中
、

首
里
地
域
に
は
２
か
所
し
か
な
い

が
、久
場
川
児
童
館
が
直
営
に
な

る
こ
と
に
よ
る
事
業
執
行
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、当
局
か
ら
、令

和
３
年
度
も
同
児
童
館
で
の
事
業

が
で
き
る
よ
う
当
初
予
算
を
組
ん

で
お
り
、６
月
頃
に
公
募
の
予
定

で
あ
る
、と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

別
の
委
員
か
ら
、久
場
川
児
童

館
の
利
用
実
績
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、当
局
か
ら
、利
用
人
数
は

月
約
２
０
０
名
、夕
食
提
供
は
20

名
ほ
ど
、と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
補
正
予
算
審
査　

那
覇
市
頑
張
る
事
業
者
応

援
事
業
に
つ
い
て
、委
員
か
ら
、

１
億
４
０
０
０
万
円
の
減
額
補
正

の
原
因
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
、公
庫
の
申
請
実
績
等

を
踏
ま
え
５
０
０
０
件
程
度
と
し

た
が
、制
度
の
周
知
、持
続
化
給

付
金
等
と
の
関
係
、申
請
の
手
間

等
に
よ
り
件
数
が
伸
び
な
か
っ
た
、

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

同
委
員
か
ら
、融
資
件
数
と
本

事
業
申
請
件
数
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、当
局
か
ら
、融
資
１
万
件

超
え
、申
請
約
２
６
０
０
件
で
あ

る
、と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
審
査

保
安
灯
設
置
等
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、委
員
か
ら
、新
た
に
加

わ
っ
た
防
犯
カ
メ
ラ
を
自
治
会
が

設
置
す
る
場
合
の
要
件
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、当
局
か
ら
、那
覇

市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用

に
関
す
る
条
例
で
定
め
て
お
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
、

地
域
の
安
全
の
た
め
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に
対
し
支
援

し
て
い
き
た
い
、と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

別
の
委
員
か
ら
、保
安
灯
と
防

犯
カ
メ
ラ
の
両
方
を
設
置
す
る
こ

と
は
可
能
か
、と
質
疑
が
あ
り
、当

局
か
ら
１
団
体
５
台
ま
で
、１
台

当
た
り
５
万
円
、上
限
25
万
円
と

な
って
お
り
、こ
の
枠
内
で
防
犯
カ

メ
ラ
の
申
請
が
可
能
で
あ
る
、と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

都
市
建
設
環
境
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
２
年
度
那
覇
市一般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
等
、
９
件
の

議
案
に
つ
い
て
、
各
分
科
会
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
月
４
日
に
開
催
し
た
本
委
員
会
（
全
体
会)

に
お
い
て
、

各
分
科
会
委
員
長
の
審
査
報
告
を
聴
取
し
、
採
決
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
全
会一致
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
那
覇
市
一
般
会
計
予
算
等
、
14
件
の
議
案
に
つ
い
て
、

各
分
科
会
に
お
い
て
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
月
18
日
に
開
催
し
た
本
委
員
会
（
全
体
会
）
に
お
い
て
、

各
分
科
会
委
員
長
の
審
査
報
告
を
聴
取
し
、
総
括
質
疑
を
行
っ
た
後
、

採
決
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会一致
に
よ
り 

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

2月定例会
常任委員会審査のあらまし
今定例会には、市長より63件の議案が提出され、うち60件の議案は、
所管の常任委員会に付託され、詳細な審査が行われました。その内容
を一部要約して掲載しています。なお、常任委員会に付託された議案
件数は右記のとおりです。

〇総務常任委員会　　　  ３件　　   ○都市建設環境常任委員会　　５件
○教育福祉常任委員会　23 件　　   ○厚生経済常任委員会　　　　６件
●予算決算常任委員会　23 件

（※予算関連議案は、下記のとおり所管の分科会に送付され、詳細な審査が行われました。
（令和２年度 一般会計補正予算（第 11 号）及び令和３年度一般会計予算は、４分科会へ送付。）

◆総務分科会　　　　　  ４件　　   ◆都市建設環境分科会　 　　12 件
◆教育福祉分科会　　　  ６件　　   ◆厚生経済分科会　　　　　　７件

総
務
分
科
会

都
市
建
設
環
境
分
科
会

教
育
福
祉
分
科
会

厚
生
経
済
分
科
会



令和3年（2021年）4月28日（11）第233号 なは市議会だより

２
月
定
例
会
で
可
決
・
同
意
さ
れ
た
主
な
議
案

２
月
定
例
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

第
42
号   

那
覇
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

第
43
号   

那
覇
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

第
63
号   

那
覇
市
常
勤
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
64
号   
那
覇
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
制
定
に
つ
い
て

第
14
号   
令
和
２
年
度
那
覇
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

第
1
号   

那
覇
市
議
会
議
員
及
び
那
覇
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

            

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

第
3
号   

那
覇
市
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

第
4
号   

那
覇
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

第
6
号   

那
覇
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

第
11
号   

那
覇
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

第
13
号   

那
覇
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

第
23
号   

令
和
３
年
度
那
覇
市
一
般
会
計
予
算

第
33
号   

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

第
37
号   

令
和
３
年
度
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
41
号   

第
一
牧
志
公
設
市
場
再
整
備
に
係
る
市
場
中
央
通
り
の

　
　
　

   

ア
ー
ケ
ー
ド
維
持
に
つ
い
て

第
52
号   

那
覇
市
中
心
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
支
援
等
に
つ
い
て

第
61
号   

第
一
牧
志
公
設
市
場
組
合
等
と
の
那
覇
市
長
と
の

　
　
　
　
意
見
交
換
会
開
催
に
つ
い
て

第
105
号   

ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
基
準
に
つ
い
て

第
118
号   

公
営
住
宅
の
入
居
に
保
証
人
を
不
要
と
す
る
条
例
改
正
等
を
求
め
る
陳
情

第
145
号   

那
覇
市
行
政
執
行
に
お
け
る
法
令
遵
守
の
尊
重
と

            

法
令
解
釈
検
証
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
【
一
部
採
択
】

第
149
号   

飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
野
良
猫
）
の
対
策
に
関
す
る
陳
情

第
159
号   

中
学
校
制
服
自
由
条
例
に
つ
い
て

第
160
号   

中
・
高
制
服
ど
っ
ち
で
も
Ｏ
Ｋ
条
例
に
つ
い
て
【
一
部
採
択
】

第
171
号   

行
政
財
産
目
的
外
利
用
使
用
料
値
上
げ
に
関
す
る

            

事
前
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

第
172
号   

市
営
住
宅
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
及
び
維
持
費
に
つ
い
て

第
180
号   

国
民
健
康
保
険
税（
料
）の
特
例
減
免
等
の
継
続
を
求
め
る
陳
情

            【
み
な
し
採
択
】

※
全
て
の
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、

　
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
内
容
に
つ
い
て
は
、

　
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中華人民共和国の海警法施行に対する適切な対応
を政府に求める意見書

中華人民共和国による人権侵害問題に対する
調査及び抗議を求める意見書

在沖米海兵隊員による強制わいせつ事件に対する意見書

米軍機の傍若無人な低空飛行訓練に対する意見書

　中国海警法の施行により緊迫した尖閣諸島周辺における一番の被害者は
沖縄県民であり、尖閣諸島という優良な漁場で漁ができないばかりか、那
覇市にも拠点をもつ海上保安庁及び自衛隊等の隊員の身の危険も高まって
いると言わざるをえない。日本政府は、海警法自体が国際法違反であるこ
とを指摘し、その撤回を求める外交的対応を行うべきである。
　我が国の主権と市民・県民・関係者の安全・安心と経済活動を守るため、
①中国政府に対し、国際法違反の海警法施行及び中国公船による尖閣諸島
の領海侵入、接続水域入域に強く抗議し是正を求めること、②日本政府は、
尖閣諸島が我が国固有の領土であるという毅然たる態度を堅持し、中国政
府に対し、国連憲章と国際法の順守を求め、国際社会と連携し平和・外交
的に問題解決を図ること、③本市・本県をはじめとする我が国の漁業者が
同諸島海域において、安心して操業できるよう適切な措置をとること、④
第11管区海上保安本部の監視・警備体制等の態勢強化を図ること、⑤尖閣
諸島を漁場とする漁業関係者に対し適切な経済支援を行うことを求める意
見書を、令和３年(2021年)３月９日に全会一致で可決。

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、
　　　　農林水産大臣、国土交通大臣、海上保安庁長官、防衛大臣、内閣
　　　　府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）

　去る1月31日、在沖米海兵隊員が本市の中心市街地で女性を駐車場に連れ込み、わ
いせつな行為をしたとして、強制わいせつ容疑で逮捕・送検される事件がまたもや発
生し、市民・県民に強い衝撃と大きな不安を与えており、米軍基地がある限り、米兵
がいる限り、事件や事故が繰り返されることを示すものとなっている。
　市民と県民の人権、生命、財産を守る立場から、関係機関に対し、①加害者に対す
る厳正な処罰と被害者への完全補償と心のケアを行うこと、②実効ある抜本的な対策
を早急に講じて県民へ公表すること、③米軍人・軍属等による事件・事故防止のため
の協力ワーキングチーム（CWT）を速やかに開催すること、④過重な米軍基地負担
の解消に向け在沖米軍基地の整理・縮小を推進して日米地位協定を抜本的に改定する
ことを求める意見書を、令和３年（2021年）2月25日に全会一致で可決。

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、防衛大臣、
　　　　沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長

※同趣旨の決議についても可決
あて先　米国大統領、米国国防長官、米国国務長官、駐日米国大使、在日米軍司令官、
　　　　在日米軍沖縄地域調整官、在沖米海兵隊太平洋基地司令官、在沖米国総領事

　慶良間諸島、国頭村辺戸岬、本島東海岸沿岸など民間地域上空で米空軍第353特殊作
戦群所属のＭＣ130Ｊ特殊作戦機による傍若無人な低空飛行訓練が繰り返されている。
　航空機の低空飛行訓練は、危険性が増し重大事故となりかねないだけに、住民の不
安と懸念が高まっている。
　「訓練は安保のため重要だ」との政府の見解は、民間地域での低空訓練の中止を求
める沖縄県と知事会、県民の声を無視するもので到底容認できるものではない。
市民・県民の生命と財産を守る立場から、①米軍機の傍若無人な低空飛行訓練を即時
中止し、飛行訓練径路等を事前に関係自治体住民に通知すること、②日米合同委員会
合意に規定された日本の航空法における最低高度基準を遵守すること、③日米地位協
定を抜本的に見直して、航空法などの国内法令を原則として米軍にも適用させること、
④過重な米軍基地負担の解消に向け、在沖米軍基地の整理・縮小を推進することを要
請する意見書を、令和３年（2021年）２月25日に全会一致で可決。

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、防衛大臣、
　　　　沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長

※同趣旨の決議についても可決
あて先　米国大統領、米国国防長官、米国国務長官、駐日米国大使、在日米軍司令官、
　　　　在日米軍沖縄地域調整官、第353特殊作戦群司令官、在沖米国総領事

　新疆ウイグル自治区で、大規模な恣意的勾留、人権弾圧が中国当局によっ
て行われていることを国際社会は深く憂慮している。国連の人種差別撤廃
委員会が、中国に関する総括所見を発表し、多数のウイグル人やムスリ
ム系住民が法的手続きなしに長期にわたって強制収容されて「再教育」が
行われていることなどについて、「切実な懸念」を表明した他、様々な国が
発言をしており、国や政党を超えて大きな人権問題として認識されている。
また、人権に加えて「言論の自由」も奪われそうになっている。
　日本政府は、「人権状況について懸念をもって注視している」という趣旨
の発言に留まっている。日本周辺における不安定な状況と戦後様々な人
権問題を抱え、解決をしてきた那覇市としては政府の対応は到底容認でき
るものではない。直ちに日本政府として調査し、各種問題があった場合
は、様々な手法を用いて厳重に抗議することを要請する意見書を、令和３
年（2021年）３月22日に全会一致で可決。

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、
　　　　国土交通大臣、防衛大臣

令和３年２月定例会で可決された意見書及び決議（要約）
※意見書及び決議の全文は、市議会ホームページをご覧ください。

陳
情



令和3年（2021年）4月28日 第233号（12）なは市議会だより

　人間国宝で、沖縄の紅型・藍型等型絵染の研究・伝承者である故鎌倉芳
太郎氏は、今から100年前の1921年（大正10年）に来沖し、沖縄県女子師
範学校と沖縄県立第一高等女子校の教職に就きながら、新たに市制施行さ
れた那覇・首里から消えゆく琉球王国時代の文化を慈しみ、勃興する沖縄学
の研究家との交友により琉球芸術研究に目覚めたとされる。
　帰京後も、琉球芸術調査のため再三にわたり来沖し、尚家に秘蔵された御
後絵や貴重な古文書、市内外の美術、文化財等を写真、ノートに記録し、そ
れらの資料は、「鎌倉資料」と呼ばれ、後に沖縄県立芸大に寄贈され、2005
年にはその一部が国の重要文化財として指定された。「琉球文化全般の最
高のフィールドワーカー」と称された鎌倉氏が遺したものは、今なお、工芸、民
俗、歴史研究の貴重な資料として活用されている。
　とりわけ琉球紅型が沖縄県の無形文化財、また国の伝統工芸品として発
展を遂げるに当たり、鎌倉氏の功績は、戦前に収集・保管していた大量の型紙
を残したことのみならず、伝統的技法の伝承等、多大なものがある。
　また、鎌倉氏は首里城の文化的価値を最初に見いだした研究者で、大正末
期の首里城取壊しの危機に際しては、伊東忠太東京帝国大学工学部教授と
ともに奔走し、間一髪で取り壊しを回避させている。さらに、琉球王朝文化の
象徴、戦災復興のシンボルとして首里城が、本土復帰20周年事業で復元され
た際には、鎌倉氏が大量に遺した写真資料、緻密な絵図等が活用され、細部
にわたる復元に多大な貢献をされている。
　このように、首里城を二度救い、沖縄戦で壊滅に瀕した琉球文化･芸術の
保存･継承に果たした鎌倉氏の偉大な功績は万人が認めるところである。
　よって本市議会は、焼損した首里城の再建作業が本格的にスタートし、首
里城のある本市の市制100周年の節目の年に、沖縄県民の心の拠り所となっ
ている首里城と琉球文化･芸術の大恩人である鎌倉芳太郎氏の偉大なご功
績をたたえ、那覇市名誉市民として追贈し顕彰されるよう求めるものである。
　以上、決議する。

令和3年（2021年）3月22日　　　　　　　　那覇市議会

あて先　那覇市長

故鎌倉芳太郎氏を那覇市名誉市民に追贈し
顕彰することを求める決議
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新型コロナウイルス感染拡大に伴う国民健康保険税の
特例減免等の継続を求める意見書（要約）

　県内経済は、観光産業の落込みをはじめ、飲食業における時短営業
とその取引業者への影響、建設業における工事の中断や遅延など、す
べての業種が未だにコロナ以前の売上を回復できていない状況であ
る。コロナ被害から県内中小零細業者の営業と生活を支援するため
に、政府においては、令和３年度（2021年度）も、国民健康保険税の
コロナ特例減免等を継続実施し、国保における「傷病手当」の対象を
自営業者とフリーランスにも拡大するよう要請する意見書を、令和３
年（2021年）３月22日に全会一致で可決。

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、
　　　　厚生労働大臣

　沖縄は、1945年3月末に始まり、日本に於ける唯一の県民を総動員
した地上戦であり、アジア・太平洋戦争で最大規模の戦闘であった沖
縄戦で、島々の山容を変え、文化遺産のほとんどを破壊され、多くの
県民と日本兵、米兵等あわせて20万人余の尊い生命を失っている。
　沖縄戦では、日本軍が本市首里の地下壕に構えていた司令部を5月
22日に放棄を決定し、「南部撤退」を行い、その結果、糸満市や八重
瀬町など本島南部地域に多くの住民や日本兵が追い込まれて戦闘に巻
き込まれ、その犠牲者は、組織的戦闘が終結したとされる6月23日ま
での１ヵ月間で県内全戦没者の半数を超えている。
　生き残った県民は、終戦後いち早く、悲惨極まる激戦地となった糸
満市や八重瀬町など南部地域から戦没者の収骨を進め、魂魄の塔をは
じめ慰霊碑を次々建立し、戦没者の霊を弔ってきた。しかし、いまだ
完全に収骨は終わっておらず、戦後76年が経過した今でも戦没者の収
骨が行われている。さらに、遺骨のＤＮＡ鑑定による身元確定と遺族
のもとへ返還する新たな取組も行われている。
　遺骨収集を行うボランティア「ガマフヤー」代表の具志堅隆松氏
は、「戦没者の血や骨粉を含んだ南部の土砂を遺骨とともに埋め立て
に使うのは、県内のみならず、国内外にもいる遺族の心を傷つける人
道上の問題だ」と訴えている。これは、戦争の犠牲になられた全ての
方々に心から哀悼の誠を捧げている遺族と市民、県民の思いであり、
平和を希求する「沖縄のこころ」でもある。
　沖縄県は、「我が県が、第二次世界大戦において多くの尊い生命、
財産及び文化的遺産を失った冷厳な歴史的事実にかんがみ、これを厳
粛に受けとめ、戦争による惨禍が再び起こることのないよう、人類普
遍の願いである恒久の平和を希求するとともに戦没者の霊を慰める」
ため、6月23日を「慰霊の日」と定めている。
　よって、本市議会は「慰霊の日」を前に、遺族と市民、県民の心情
に寄り添い、政府に対して、下記のとおり強く求める。

記

１　�戦没者の遺骨等を含む可能性のある土砂を埋め立てに使用しない
こと。

２　�日本で唯一、住民を巻き込んだ苛烈な地上戦があった沖縄の事情
にかんがみ、さらに、「戦没者の遺骨収集の推進に関する法律」
の趣旨に準じて、日本政府が主体となって戦没者遺骨収集を実施
すること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

令和３年 (2021年)３月22日　　　　　　　　那覇市議会

あて先　�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、�
外務大臣、防衛大臣、厚生労働大臣、�
沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長

沖縄戦の戦没者の遺骨等を含む可能性のある土砂を
埋め立てに使用しないよう求める意見書


